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報告事項 
 

 

（１） 役員及び委員の変更について・・・・・・・・・・・・・・・ P  2 ～ P  3 

 

（２）専決事項（佐賀県競技力向上推進本部規約の一部改正）について P  4 ～ P  8 

 

（３）令和４年度佐賀県強化拠点校・強化拠点地域及び強化企業チーム 

指定証の交付について・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P  9 ～ P 16 

 

（４）佐賀県トップコーチ認定証交付式について・・・・・・・・・ P 17 ～ P 18 

 

（５）令和４年度「スポーツエリートアカデミーＳＡＧＡ（ＳＥＡＳ）」支援対象選

手及びＳＡＧＡ２０２４国スポ強化指定選手・ネクスト選手認定証交付式に

ついて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P 19  

 

（６）令和４年度第２２回全国障害者スポーツ大会「いちご一会とちぎ大会」 

九州ブロック地区予選会の結果について・・・・・・・・・・ P 20 
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選出区分 所属機関・団体・役職名 新 旧

県関係 ＳＡＧＡ２０２４・ＳＳＰ推進局　局長 宮原　耕史 田中　裕之

体育・スポーツ関係 （公財）佐賀県スポーツ協会　常務理事 川内野　修 川﨑　真澄

県議会関係
佐賀県議会地域交流・
県土整備常任委員会　委員

弘川　貴紀 向門　慶人

学校関係 佐賀県小学校校長会　会長 牟田　尚敏 宮﨑　耕一

学識経験者 佐賀大学　教授 坂元　康成 池上　寿伸

佐賀県健康福祉部　部長 久保山　善生 甲斐　直美

佐賀県会計管理者 元村　直実 大川内　明子

役員及び委員の変更について

県関係

報告事項（１）
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本部長：１名　敬称略

Ｎｏ 区分 氏名 所属機関・団体役職名　等

1 県関係 南里　隆 佐賀県副知事

副本部長：３名　敬称略

Ｎｏ 区分 氏名 所属機関・団体役職名　等

1 宮原　耕史 ＳＡＧＡ２０２４・ＳＳＰ推進局　局長

2 落合　裕二 佐賀県教育委員会　教育長

3 体育・スポーツ関係 川内野　修 （公財）佐賀県スポーツ協会 常務理事

委員：１７名　敬称略

Ｎｏ 区分 氏名 所属機関・団体役職名　等

1 県議会関係 弘川　貴紀 佐賀県議会地域交流・県土整備常任委員会　委員

2 江里口　秀次 佐賀県市長会　会長

3 田島　健一 佐賀県町村会　会長

4 陣内　芳博 佐賀県商工会議所連合会　会長

5 峰　英太郎 佐賀県商工会連合会　会長

6 戸上　信一 佐賀県経営者協会　会長

7 牛島　徹 佐賀県高等学校体育連盟　会長

8 島　一満 佐賀県中学校体育連盟　会長

9 牟田　尚敏 佐賀県小学校校長会　会長

10 学識経験者 坂元　康成 佐賀大学　教授

11 森田　久代 ロサンゼルスオリンピック日本選手団　選手

12 江副　元喜 （公財）佐賀県スポーツ協会　監事

13 龍　富貴夫 （公財）佐賀県スポーツ協会競技力向上委員会　委員長

14 末次　康裕 （一社）佐賀県障がい者スポーツ協会　会長

15 土井　志穂 佐賀県障がい者スポーツ指導者協議会　会長

16 久保山　善生 佐賀県健康福祉部　部長

17 元村　直実 佐賀県会計管理者
県関係

障害者スポーツ関係

佐賀県競技力向上推進本部 役員・委員名簿

市町関係

産業・経済関係

学校関係

県関係

体育・スポーツ関係
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報告事項（２）専決事項（佐賀県競技力向上推進本部規約の一部改正）について  
 

新 旧 備考欄 

 

 

第５章 事務局 

 

（事務局） 

第１６条 推進本部の事務を処理するため、佐賀県ＳＡ

ＧＡ２０２４・ＳＳＰ推進局スポーツ課競技力向上推

進室内に事務局を置く。 

２ 事務局に関する必要な事項は、本部長が別に定め

る。 

 
 
附則 

１ この規約は、平成２８年２月１日から施行する。 

 

２ 平成２８年７月１１日一部改正。 

  この改正は、平成２８年４月１日から適用する。 

 

３ この改正は、平成３０年４月１日から適用する。 

 

４ この改正は、平成３０年７月１８日から適用する。 

 

５ この改正は、令和２年４月１日から適用する。 

 

６ この改正は、令和４年４月１日から適用する。 

 

第５章 事務局 

 

（事務局） 

第１６条 推進本部の事務を処理するため、佐賀県文

化・スポーツ交流局スポーツ課競技力向上推進室内に

事務局を置く。 

２ 事務局に関する必要な事項は、本部長が別に定め

る。 

 
 
附則 

１ この規約は、平成２８年２月１日から施行する。 

 

２ 平成２８年７月１１日一部改正。 

  この改正は、平成２８年４月１日から適用する。 

 

３ この改正は、平成３０年４月１日から適用する。 

 

４ この改正は、平成３０年７月１８日から適用する。 

 

５ この改正は、令和２年４月１日から適用する。 

 

 

 
 
 
 

変更 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

追加 
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佐賀県競技力向上推進本部規約 

 

 

第１章 総則 

（名称） 

第１条 この本部は、佐賀県競技力向上推進本部（以下「推進本部」という。）と称する。 

 

（目的） 

第２条 推進本部は、第 78 回国民スポーツ大会・第 23回全国障害者スポーツ大会に向けた競

技力の向上及び障害者スポーツの普及を図るとともに、大会終了後も更なる本県のスポーツ

の推進に寄与することを目的とする。 

 

（事業） 

第３条 推進本部は前条の目的を達成するため、次に掲げる事業を行う。 

（1） 競技力向上推進の基本方針及び総合的な強化計画等に関すること。 

（2） 競技力向上推進事業の実施に関すること。 

（3） 競技力向上推進の条件整備に関すること。 

（4） 障害者スポーツの普及に関する基本方針及び総合的な計画等に関すること。 

（5） 障害者スポーツの普及事業に関すること。 

（6） 障害者スポーツの普及のための条件整備に関すること。 

（7） その他推進本部の目的達成に必要な事業に関すること。 

 

第２章 組織 

（構成） 

第４条 推進本部は、本部長及び次の各号に掲げる者のうちから本部長が委嘱した委員をもっ

て組織する。 

（1） 競技力向上及び障害者スポーツの普及に関係する機関及び団体の役職員 

（2） 前号に掲げる者のほか、本部長が必要と認める者 

 

（役員） 

第５条 推進本部に、次の役員を置く。 

（1） 本部長     １名 

（2） 副本部長    若干名 

（3） 監事       若干名 

 

（役員の選出） 

第６条 本部長は、佐賀県副知事をもって充てる。 

２ 副本部長及び監事は、本部会議の承認を得て、委員のうちから本部長が委嘱する。 

 

（役員の職務） 

第７条 本部長は、本部を代表し、会務を総理する。 

２ 副本部長は、本部長を補佐し、本部長に事故あるときは、本部長があらかじめ指名した副

本部長が、その職務を代行（代理）する。 

３ 監事は、事業の執行状況及び会計について監査し、必要があるときは、本部長に対し意見

を述べる。 
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（任期） 

第８条 委員及び役員（以下「委員等」という。）の任期は、本部の目的が達成され、解散する

こととなる日までとする。ただし、委員等が就任時における所属機関及び団体等の役職を離

れた場合、その委員等は、辞任したものとみなし、その後任者が前任者の残任期間を務める

ものとする。 

２  本部長は、委員等に特別の事情が生じたときは、その職を解き、必要に応じて補充するこ

とができる。 

３  本部長は、前項の規定により、委員等の変更があった場合は、次の本部会議において報告

する。 

 

第３章 会議 

（会議の種類） 

第９条 推進本部に次の会議を置く。 

（1） 本部会議 

（2） 国スポ選手強化対策委員会 

（3） 障害者スポーツ普及委員会 

（4） 専門委員会 

 

（本部会議） 

第１０条 本部会議は、本部長が委嘱する委員をもって構成する。 

２ 本部会議は、本部長が招集する。 

３ 本部会議は、本部長又は本部長が指名した者が議長となる。 

４ 本部会議は、次の事項について審議し、決定する。 

（1） 総合的な事業の推進に関すること。 

（2） 規約の制定及び改廃に関すること。 

（3） 役員の選任に関すること。 

（4） 事業計画及び事業報告に関すること。 

（5） 予算及び決算に関すること。 

（6） 推進本部の解散に関すること。 

（7）  国スポ選手強化対策委員会及び障害者スポーツ普及委員会に付託及び委任する事項に

関すること。 

（8） その他競技力の向上に関わる重要事項に関すること。 

５ 本部会議は、委員の過半数の出席がなければ開会し、議決することができない。 

６ 本部会議に出席できない委員は、委任状により議決に加わることができる。 

７ 本部会議の議事は、出席委員（委任状により議決に加わった委員も含む。）の過半数をもっ

て決し、可否同数のときは、本部長の決するところによる。 

 

（議決の省略） 

第１１条 議決すべき事項について、委員の全員が電子メール又は書面により同意の意思表示 

 をしたときは、その事項を可決する旨の議決があったものとみなす。 

 

（国スポ選手強化対策委員会） 

第１２条 国スポ選手強化対策委員会は、本部長が委嘱する委員をもって構成する。 

２ 国スポ選手強化対策委員会は、本部会議から付託及び委任された専門的事項について調

査・協議する。 
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３ 前項のほか、国スポ選手強化対策委員会に関する必要な事項については、本部長が別に定

める。 

 

（障害者スポーツ普及委員会） 

第１３条 障害者スポーツ普及委員会は、本部長が委嘱する委員をもって構成する。 

２ 障害者スポーツ普及委員会は、本部会議から付託及び委任された専門的事項について調

査・協議する。 

３ 前項のほか、障害者スポーツ普及委員会に関する必要な事項については、本部長が別に定

める。 

 

（専門委員会） 

第１４条 専門委員会は、国スポ選手強化対策委員会委員長及び障害者スポーツ普及委員会委

員長が委嘱する者をもって構成する。 

２ 専門委員会は、国スポ選手強化対策委員会及び障害者スポーツ普及委員会から検討要請さ

れた事項について調査・協議する。 

３ 前項のほか、専門委員会に関する必要な事項は、国スポ選手強化対策委員会委員長及び障

害者スポーツ普及委員会委員長が別に定める。 

 

第４章 専決処分 

（本部長の専決処分） 

第１５条 本部長は、本部会議を招集するいとまがないときは、本部会議の審議事項について

専決することができる。 

２ 本部長は、前項の規定により専決処分したときは、これを次の本部会議において報告し、

その承認を得なければならない。 

 

第５章 事務局 

（事務局） 

第１６条 推進本部の事務を処理するため、佐賀県ＳＡＧＡ２０２４・ＳＳＰ推進局スポーツ

課競技力向上推進室内に事務局を置く。 

２ 事務局に関する必要な事項は、本部長が別に定める。 

 

第６章 会計 

（経費） 

第１７条 推進本部の経費は、佐賀県からの負担金及びその他の収入をもって充てる。 

 

（予算及び決算） 

第１８条 推進本部の収支予算は、本部会議の議決により定め、収支決算は、監事の監査を経

て本部会議の承認を得なければならない。 

 

（会計年度等） 

第１９条 推進本部の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。 

２ 推進本部の会計に関し必要な事項は、本部長が別に定める。 

 

（残余財産の帰属等） 

第２０条 推進本部が解散するときに有する残余財産は、本部会議の議決を得て処分する。 
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第７章 解散 

（解散） 

第２１条 推進本部は、第２条の目的が達成されたときに解散する。   

 

第８章 補則 

（補則） 

第２２条 この規約に定めるもののほか、推進本部の運営に関する必要な事項は、本部長が別

に定める。 

 

附則 

１ この規約は、平成２８年２月１日から施行する。 

 

２ 平成２８年７月１１日一部改正。 

  この改正は、平成２８年４月１日から適用する。 

 

３ この改正は、平成３０年４月１日から適用する。 

 

４ この改正は、平成３０年７月１８日から適用する。 

 

５ この改正は、令和２年４月１日から適用する。 

 

６ この改正は、令和４年４月１日から適用する。 
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報告事項(３) 
 

令和４年度佐賀県強化拠点校・強化拠点地域及び 
強化企業チーム指定証の交付について 

 
※ 例年、４月下旬にＳＡＧＡサンライズパーク総合体育館において、「佐賀県強化拠点校・強化拠

点地域及び強化企業チーム指定証交付式」を開催しておりましたが、昨年度以降、指定証につきま

しては、推進本部が直接各学校にお持ちし、交付することとしました。併せて、指導者等への事業

説明、意見交換を実施することにより、近況・課題等を把握し、今後の強化支援策に繋げて行くこ

ととしています。 
なお、今年度の佐賀東高等学校の指定証につきましては、知事が訪問し、直接交付しました。 

 
 
１ 趣  旨  第７８回国民スポーツ大会において、県民の期待に応え、佐賀に競技力が根付く戦い方

で天皇杯を獲得するとともに、大会終了後も安定した競技力が維持されることを目指

し、強化の拠点となる強化拠点校・強化拠点地域及び強化企業チームに指定証を交付し、

関係者の意識の高揚を図る。 
 
２ 指定団体  高等学校     〔 指定校 〕３２校１００運動部 （３２競技） 
        中学校      〔 指定校 〕 ９校 １６運動部 （ ５競技） 

        拠点地域     ２８地域（２０競技） 
        強化企業チーム  ６企業チーム（５競技）   
 
３ 知事学校訪問 
        佐賀東高等学校 
        日 程：令和４年４月１４日（木曜日） 
        場 所：佐賀東高等学校 
        参加者：佐賀県知事 山口 祥義 
            佐賀東高等学校 学校長 廣重 昭博 
            佐賀東高等学校 顧問 生徒 
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NO 性別 校名 新規 NO 性別 校名 新規

1 佐賀商業

2 佐賀学園

3 佐賀商業

4 佐賀学園

5 男

6 女

7 唐津東

8 唐津西

9 唐津東

10 唐津西

11 唐津西

12 唐津工業

13 女 唐津西

14 佐賀工業

15 鳥栖工業

16 佐賀北

17 佐賀清和

18 男 佐賀東

19 女 神埼

20 男 敬徳

21 男 早稲田佐賀

22 鳥栖商業

23 佐賀商業

24 男

25 女

26 白石

27 高志館

28 白石

29 高志館

30 佐賀商業

31 佐賀学園

32 鳥栖商業

33 佐賀清和

34 男 鳥栖工業 1 男 鳥栖

2 鳥栖

3 田代

36 男 神埼清明

37 佐賀女子

38 佐賀北

39 佐賀東 4 男 成章

40 佐賀北 5 昭栄

41 佐賀北 6 城西

42 佐賀清和

43 鹿島

44 鳥栖工業

令和４年度佐賀県強化拠点校

高等学校

指定校

水球

10

競技

佐賀東

女

8

男

9 ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ

男

女

1 水泳

2

女

女

新体操

ﾎﾞｸｼﾝｸﾞ

男

6

体操

女

12

3

4

7

5 ｻｯｶｰ

【　競技別　】

中学校

指定校

ﾃﾆｽ

競泳

男

女

競技 種目

男

女

男

ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ 女

女

ﾚｽﾘﾝｸﾞ

ｾｰﾘﾝｸﾞ

女

11

35

ﾎﾞｰﾄ

男

鳥栖

※高等学校→減：【水泳（飛込）】致遠館（女）　増：【弓道】武雄（男女）、鹿島（男女）【銃剣道】佐賀農業（男女）

NO

男

陸上

ﾎｯｹｰ 伊万里実業

女

R４ 高等学校 〔指定校〕３２校１００運動部（３２競技）

中学校 〔指定校〕９校１６運動部（５競技）

R３高等学校 〔指定校〕３１校９５運動部（３０競技）

中学校 〔指定校〕９校１６運動部（５競技）
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NO 性別 校名 新規 NO 性別 校名 新規

45 男

46 女

47 神埼清明 7 東原庠舎中央校

48 佐賀清和 8 神埼

49 神埼清明 9 東原庠舎中央校

50 佐賀清和 10 神埼

15 51 男 龍谷

52 嬉野

53 佐賀工業

54 嬉野

55 佐賀清和

56 敬徳

57 北陵

58 佐賀商業

59 敬徳

18 60 男 多久

61 佐賀商業

62 佐賀工業

63 佐賀商業

64 小城

65 男 牛津

66 鹿島

67 佐賀女子

68 男

69 女

70 男 唐津南

71 女 佐賀女子

72 武雄 〇

73 鹿島 〇

74 武雄 〇 11 男 武雄青陵

75 鹿島 〇 12 女 武雄青陵

76 男 佐賀学園

77 女 佐賀学園

78 敬徳 13 神埼

79 龍谷 14 大和

80 三養基 15 神埼

81 佐賀学園 16 大和

82 男

83 女

84 多久

85 佐賀工業

86 女 多久

87 男 佐賀農業 〇

88 女 佐賀農業 〇

89 佐賀東

90 龍谷

91 佐賀北

92 龍谷

93 男 高志館

94 女 高志館

95 神埼

96 鳥栖工業

97 鳥栖工業

98 伊万里実業

99 牛津

100 佐賀東

ｱｰﾁｪﾘｰ

32

13

NO 競技 種目

高等学校

25 剣道

男

女 女

指定校

14 ﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙ

男 男

女 女

相撲

男

男

女

19

なぎなた

26 ﾗｸﾞﾋﾞｰﾌｯﾄﾎﾞｰﾙ

22 ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ

30

23 弓道

28 銃剣道

女

男

女

31

29 空手道

男

ｶﾇｰ

女

女

27 ｽﾎﾟｰﾂｸﾗｲﾐﾝｸﾞ
男

自転車

16 ｿﾌﾄﾃﾆｽ

男

24 ﾗｲﾌﾙ射撃

ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ
女

21 ﾌｪﾝｼﾝｸﾞ

女

17 卓球

柔道

20

佐賀工業

佐賀商業

男

女

ｳｴｲﾄﾘﾌﾃｨﾝｸﾞ 有田工業

中学校

指定校

男
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NO 性別 競技 種目

1 男 水泳 水球

2 女 水泳 水球

3 男

4 男

5 男

6 女

7 女

8 女 体操 新体操

9 男

10 女

11 女

12 男

13 女

14 男

15 女

16 男

17 女

5 鳥栖 18 女 体操 競技

19 男

20 女

21 男

22 女

23 女

24 男

8 三養基 25 女

9 小城 26 女

27 男 ﾎﾞｸｼﾝｸﾞ

28 女 ﾎﾞｸｼﾝｸﾞ

29 男

30 女 弓道

12 唐津南 31 男

32 男

33 女

34 男

35 女

36 男

37 男

38 男

39 男

40 女 ﾗｸﾞﾋﾞｰﾌｯﾄﾎﾞｰﾙ

41 男

15 唐津工業 42 男

43 男

44 男 体操 競技

45 男 ﾚｽﾘﾝｸﾞ

46 男

47 女

48 男

49 女

ﾎﾞｰﾄ

ﾎﾞｰﾄ

ｾｰﾘﾝｸﾞ

ｾｰﾘﾝｸﾞ

弓道

ﾎﾞｸｼﾝｸﾞ

ﾎﾞｸｼﾝｸﾞ

ｱｰﾁｪﾘｰ

ｱｰﾁｪﾘｰ

ﾗｸﾞﾋﾞｰﾌｯﾄﾎﾞｰﾙ

ｳｴｲﾄﾘﾌﾃｨﾝｸﾞ

ｳｴｲﾄﾘﾌﾃｨﾝｸ

唐津西

ｻｯｶｰ

【　学校別：高等学校　】

指定校

10 白石

ｶﾇｰ

ﾚｽﾘﾝｸﾞ

ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ

ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ

陸上

4

6 鹿島
弓道

弓道

11 武雄

ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ

ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ

13

ﾎﾞｰﾄ

ﾎﾞｰﾄ

17

高志館

ｾｰﾘﾝｸﾞ

ｶﾇｰ

空手道

佐賀東

2 佐賀北

陸上

ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ

14

陸上

有田工業

柔道

ｿﾌﾄﾃﾆｽ

ｽﾎﾟｰﾂｸﾗｲﾐﾝｸﾞ

佐賀工業

ｶﾇｰ

剣道

空手道

鳥栖工業

NO 校名

1

なぎなた

16

3 唐津東

7

柔道

ｻｯｶｰ
神埼
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NO 性別 競技 種目

50 男

51 女 銃剣道

52 男 水泳 競泳

53 女 水泳 競泳

54 女 ﾃﾆｽ

55 男

56 女

57 男

58 女

59 男

60 女

61 女

62 女

63 女

64 男

65 女

66 男

67 女

68 男 体操 新体操

69 男

70 女

71 男

72 男

73 女

74 男

75 女

76 男

77 男 剣道

78 男

79 女

80 女

81 女

82 女

83 男

84 女

85 女

86 女 体操 新体操

87 女

88 女

89 男 水泳 競泳

90 女 水泳 競泳

91 男

92 男

93 女

94 女

30 北陵 95 男

96 男

97 男

98 女

99 男

32 早稲田佐賀 100 男

卓球

卓球

銃剣道

柔道

柔道

ﾌｪﾝｼﾝｸﾞ

ｿﾌﾄﾃﾆｽ

ｿﾌﾄﾃﾆｽ

ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ

ﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙ

ﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙ

ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ

陸上

相撲

なぎなた

ｶﾇｰ

伊万里実業21

ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ

18 佐賀農業

ﾃﾆｽ

ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ

ﾌｪﾝｼﾝｸﾞ

ﾎｯｹｰ

ﾎｯｹｰ

ﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙ

ﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙ

ｽﾎﾟｰﾂｸﾗｲﾐﾝｸﾞ

ｽﾎﾟｰﾂｸﾗｲﾐﾝｸﾞ

剣道

剣道

ﾃﾆｽ

ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ
佐賀学園

卓球

卓球

多久

鳥栖商業20

ﾗｲﾌﾙ射撃

ﾗｲﾌﾙ射撃

29

ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ

ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ

空手道

牛津

ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ

24

NO

26 龍谷

自転車

28 佐賀女子

ﾃﾆｽ

27 佐賀清和

19 佐賀商業

22

23 神埼清明

25 嬉野
ｿﾌﾄﾃﾆｽ

空手道

【　学校別：高等学校　】

指定校
校名

敬徳31
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【　学校別：中学校　】

NO 性別 競技 種目

1 男

2 女

2 成章 3 男

3 昭栄 4 女

4 城西 5 女

6 男 体操 競技

7 女 体操 競技

6 田代 8 女 体操 競技

9 男

10 女

11 男 剣道

12 女

13 男 剣道

14 女

15 男 弓道

16 女

ﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙ

NO 校名

7

5

神埼

鳥栖

ﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙ

指定校

1 東原庠舎中央校
ﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙ

ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ

ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ

ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ

9 武雄青陵
弓道

剣道

剣道

ﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙ

8 大和
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　R３拠点地域　２８クラブ　　　　　　　R４拠点地域　２８クラブ

NO 競技（種目）名 クラブ名 性別 活動地域 新規

1 水泳（飛込） 佐賀ダイビングクラブ 男・女 佐賀市

2 水泳（水球） 佐賀水球クラブ 男 佐賀市 ※クラブ名変更

3 ヨット 玄海セーリングクラブ 男・女 唐津市

4 サガン鳥栖　Ｕ－１５ 男 鳥栖市

5 みやきなでしこクラブ 女 みやき町

6 ホッケー 伊万里ホッケークラブ 男・女 伊万里市

7 バレーボール 唐津ビーチバレークラブ 男・女 唐津市

8 体操（新体操） 神埼ジュニア新体操クラブ 男 神埼市

9 体操（新体操） かささぎＲＧ 女 佐賀市

10 鳥栖レスリングクラブ 男・女 鳥栖市

11 鹿島レスリングクラブ 男・女 鹿島市

12 ウエイトリフティング 佐賀ウエイトリフティングクラブ 男・女 佐賀市

13 自転車 佐賀県競輪選手愛好会 男・女 武雄市

14 相撲 北方相撲クラブ 男 武雄市

15 馬術 チームひがしせふり 男・女 吉野ヶ里町

16 馬術 佐賀ジュニア乗馬クラブ 男・女 佐賀市

17 フェンシング 佐賀ジュニアフェンシングクラブ 男・女 佐賀市

18 佐賀サンライズバドミントンクラブ 男・女 佐賀市

19 ＢＳＭ 男・女 唐津市

20 ラグビーフットボール 佐賀ウイメンズラグビーフットボールクラブ 女 佐賀市

21 スポーツクライミング 佐賀ユースクライミングクラブ 男・女 多久市

22 銃剣道 大河塾 男・女 大町町 女子追加

23 佐賀ジュニアアーチェリークラブ 男・女 佐賀市

24 唐津ジュニアアーチェリークラブ 男・女 唐津市

25 カヌー 神埼ジュニアカヌークラブ 男・女 神埼市

26 ボウリング 佐賀ジュニアボウリングクラブ 男・女 佐賀市

27 嬉野なぎなたクラブ 女 嬉野市

28 佐賀東ジュニアなぎなたクラブ 女 佐賀市

令和４年度佐賀県強化拠点地域

※水球の佐賀水球クラブは、佐賀水球クラブ葉隠Rexより名称変更

なぎなた

アーチェリー

サッカー

レスリング

バドミントン
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NO 競技名 チーム名 企業名

1 バレーボール（女子） 久光スプリングス
SAGAスプリングス
久光株式会社

2 ハンドボール（男子） トヨタ紡織九州レッドトルネード トヨタ紡織九州株式会社

3 ソフトボール（男子） ダイワアクト 大和産業株式会社

4 バスケットボール（女子） 医療法人ひらまつ病院

5 軟式野球（男子） 医療法人ひらまつ病院

6 ソフトボール（女子） ひらまつ病院SAGA ALL STARS

医療法人ひらまつ病院
（系列企業含む）

※減：【相撲（男子）】医療法人ひらまつ病院

令和４年度佐賀県強化企業

Ｒ３企業チーム ７チーム Ｒ４企業チーム ６チーム
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報告事項（４） 
 

佐賀県トップコーチ認定証交付式について 

                                        

１ 趣 旨 

第７８回国民スポーツ大会において、県民の期待に応え、佐賀に競技力が根付く戦い方で

天皇杯を獲得するとともに、大会終了後も安定した競技力が維持されることを目指す。

そのため、専門競技種目において優れた指導力を有し、選手強化全般を統括する指導者を「ト

ップコーチ」に認定し、認定証を交付することで、指導者の意識と使命感の高揚を図る。 

 

２ 主 催 

佐賀県 

佐賀県競技力向上推進本部 

 

３ 日 時 

 令和４年４月１５日（金）       １６：００～１６：１５ 

 

４ 会 場 

 佐賀県庁 来賓室（新館４階） 

 〒８４０－８５７０ 佐賀市城内 1丁目 1番５９号     

 

５ 対象者 

  トップコーチ【佐賀県トップコーチ一覧参照】 

 ※指定期間は、原則として令和６年度までとする。ただし、本人の事情や競技団体の意向等に

より短縮することがある。 

 

６ 内 容 

  推進本部より認定を受けたトップコーチは、佐賀県トップコーチ認定証交付式に出席し、佐

賀県知事が認定証を交付する。 

 

７ 次 第 

  【佐賀県トップコーチ認定証交付式】 

 （１）開式              

（２）佐賀県トップコーチ認定証交付     

 （３）記念撮影 

（４）知事から激励のことば（佐賀県知事：山口 祥義） 

 （５）佐賀県トップコーチ挨拶（ボート競技：宮谷 康裕、バレーボール競技：野中 健志） 

 （６）歓談 

  （７）閉式              
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ＮＯ 氏 名 所 属

1 宮 谷 康 裕 佐賀県立唐津特別支援学校

2 野 中 健 志 佐賀清和高等学校

ＮＯ 氏 名 所 属

1 （競泳） 阿 世 賀 紀 光 佐賀学園高等学校

2 （飛込） 原 口 進 也 佐賀県立盲学校

3 丸 小 野 仁 之 佐賀県立佐賀工業高等学校

4 仙 名 洋 一 佐賀県立伊万里特別支援学校

5 前 田 真 一 佐賀県立高志館高等学校

6 （競技） 龍 富 貴 夫 佐賀県立鳥栖高等学校

7 （新体操） 中 山 智 浩 佐賀県立神埼清明高等学校

8 小 柴 健 二 佐賀県立鳥栖工業高等学校

9 江 田 弘 佐賀県自転車競技連盟

10 古 賀 勝 己 ホースランドひがしせふり

11 原 田 堅 一 原田総合事務所

12 津 上 さ お り 佐賀女子高等学校

13 野 本 尚 子 佐賀県立佐賀商業高等学校

14 姉 川 新 唐津県税事務所

15 八 坂 嘉 博 佐賀県立三養基高等学校

16 小 城 博 佐賀県教育委員会保健体育課

17 樋 口 義 朗 佐賀県立多久高等学校

18 河 合 大 地 自衛隊佐賀地方協力本部

19 打 越 大 輔 佐賀県立唐津東中学校

20 園 田 里 志 佐賀県立神埼高等学校

21 北 古 賀 孝 夫 株式会社エィ・ティ・ジー

22 野 口 み や 子 佐賀県立ろう学校

ボウリング

なぎなた

ラグビーフットボール

スポーツクライミング

銃剣道

アーチェリー

カヌー

ボクシング

馬術

自転車

レスリング

体操

剣道

ライフル射撃

フェンシング

ソフトボール

柔道

ホッケー

陸上

≪参考≫

【令和３年度認定】 ２２名

競技名

水泳

佐賀県トップコーチ一覧

バレーボール

【令和４年度追加】 ２名

競技名

ボート
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令和４年度「スポーツエリートアカデミーＳＡＧＡ（ＳＥＡＳ）」支援対象選手及び 

ＳＡＧＡ２０２４国スポ強化指定選手・ネクスト選手認定証交付式について 

                                        

１．目  的 

佐賀ゆかりのトップアスリートの育成を通じて、「する、育てる、観る、支える」といったスポーツ文

化の裾野が拡大し、それがさらなる次世代アスリートの育成につながり好循環を創る「ＳＳＰ（ＳＡＧＡ

スポーツピラミッド）構想」の実現のため、全国そして世界で活躍する可能性のある選手を「スポーツエ

リートアカデミーＳＡＧＡ（ＳＥＡＳ）」の支援対象選手とする。その中でも特に、第７８回国民スポー

ツ大会に向けて主力となり得る選手については「ＳＡＧＡ２０２４国スポ強化指定選手」、第７９回以降

の国民スポーツ大会において主力となり得る選手については「ネクスト選手」として認定し、「オール佐

賀」としての意識の高揚を図る。 

 

２．主  催  佐賀県 佐賀県競技力向上推進本部 

 

３．日  時  令和４年７月３日（日）  １４：００～１６：００ 

 

４．会  場  佐賀市文化会館 大ホール 

       〒849-0923 佐賀市日の出1丁目21-10 

           

   

５．対 象 者  各競技団体より推薦があった選手で、ＳＡＧＡ２０２４国スポ（隔年競技を含む）に佐賀

県代表として出場する可能性がある者（９９８名）及びＳＡＧＡ２０２４国スポ以降の佐賀

県代表として出場する可能性がある者（１２８名）。 

※ 認定期間は、令和４年７月３日（７期交付式開催日）から、令和５年の８期交付式開催

日前日までとする。 

 

６．内  容  佐賀県知事が各競技団体代表者に認定証と認定Ｔシャツを交付する。 

 

 ７．次 第 

 

 【ＳＥＡＳ支援対象選手及びＳＡＧＡ２０２４国スポ強化指定選手・ネクスト選手認定証交付式】 

 （１）開式（14：00）                               14：0 

 （２）動画鑑賞 

 （３）挨拶      ５分）   佐 賀 県 知 事           14：02 

 （４）認定証交付         佐 賀 県 知 事           14：08～14：28 

 （５）認定Ｔシャツ贈呈      佐 賀 県 知 事           14：29～14：34 

ライフル射撃  松尾 好梨 佐賀清和高等学校3年 

トライアスロン 石関 玲於 佐賀県スポーツ協会         

 （６）誓いの言葉         ソフトボール  辻  奈奈 佐賀女子高等学校3年           

14：（７）閉式                           14：41～14：4 

  （８）記念撮影５分）                         14：43～14：48 

     休憩（約１０分）                         14：49～15：00 

 

 【特別講演】（15：00））        五郎丸 歩 氏           15：00～16：00 

    

報告事項（５） 
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No. 競技種目 開催地 大会日程

代表 福岡県

（参考） 佐賀県：４位／４チーム中

代表 福岡県

（参考） 佐賀県：エントリーあり

代表
男子：長崎県
女子：長崎県

（参考） 佐賀県：エントリーなし

代表 福岡県

（参考） 佐賀県：エントリーなし

No. 競技種目 開催地 日 程

男子：福岡市

女子：沖縄県

（参考）
佐賀県男子：初出場、初戦敗退
佐賀県女子：初出場、１回戦不戦勝
　　　　　　3位／5チーム中

代表 鹿児島県

（参考） 佐賀県：初戦敗退

代表 長崎県

（参考） 佐賀県：初戦敗退、3位／4チーム中

代表 熊本県

（参考） 佐賀県：初出場、初戦決勝戦敗退

男子：佐賀県

女子：鹿児島県

（参考）
佐賀県男子：優勝／3チーム中
　　　　　　R4.栃木大会出場決定
佐賀県女子：初出場、3位／3チーム中

報告事項（６）

【精神・身体競技】

【知的競技】

1
バレーボール
（精神）

福岡市

3
バレーボール
（聴覚男子・女子）

大村市

4
車いす
バスケットボール

沖縄県

2
グランド
ソフトボール

長崎市

中止

九州ブロック代表

4月23日(土)

5月21日(土)

中止

長崎市 5月15日(日)

代表

九州ブロック代表

2 サッカー 島原市
4月23日(土)
4月24日(日)

代表

令和４年度 第２２回全国障害者スポーツ大会「いちご一会とちぎ大会」
九州ブロック地区予選会の結果について

1
バスケットボール
（男子・女子）

諫早市
5月7日(土)
5月8日(日)

5
バレーボール
（男子・女子）

北九州市 4月24日(日)

4 フットソフトボール 熊本市 5月15日(日)

3 ソフトボール
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審議事項 
 

 

第１号議案  令和３年度事業報告（案）について・・・・・・・・P 22 ～ P 26 

 

第２号議案  令和３年度収支決算（案）及び監査報告について・・P 27 ～ P 28 

 
第３号議案  令和４年度補正収支予算（案）について・・・・・・P 29 

 

第４号議案  佐賀県競技力向上推進本部規約の一部改正（案）について 

       ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P 30 ～ P 35 

 

第５号議案  佐賀県競技力向上推進本部障害者スポーツ普及委員会規程の一部改

正（案）について・・・・・・・・・・・・・・・・P 36 ～ P 37 

 

第６号議案  第２３回全国障害者スポーツ大会障害者スポーツ普及基本計画の改

訂（案）について・・・・・・・・・・・・・・・・P 38 ～ P 58 
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１　会議の開催と審議・協議の内容

会　議　名 主な審議、協議内容 開催期日

第１３回本部会議
・令和２年度事業報告（案）について
・令和２年度収支決算（案）及び監査報告について
・令和３年度補正収支予算（案）について

６月３０日

第１３回佐賀県強化拠点校等
設置検討専門委員会

・令和４年度佐賀県強化拠点校及び拠点地域の設置等に係る希望調査
の実施について

８月１８日

第１６回国スポ選手強化対策委員会

・佐賀県競技力向上推進本部第１３回本部会議について
・第１３回佐賀県強化拠点校等設置検討専門委員会について
・令和３年度事業実施状況について
・全国高校総体・全国中学校体育大会等結果について
・第４１回九州ブロック大会の結果及び中止について
・第７６回国民体育大会の中止について
・選手雇用について

１０月２８日

第１３回障害者スポーツ普及委員会
・佐賀県競技力向上推進本部第１３回本部会議について
・令和３年度事業実施状況について
・令和４年度事業計画(案)について

１１月２日

第１４回佐賀県強化拠点校等
設置検討専門委員会（書面開催）

・令和４年度佐賀県強化拠点校について
・令和４年度佐賀県強化拠点地域について

１月１８日
（資料送付）

第１７回国スポ選手強化対策委員会
（書面開催）

・令和４年度佐賀県強化拠点校の設置（案）について
・令和４年度佐賀県強化拠点地域の設置（案）について
・令和４年度佐賀県強化企業チームの設置（案）について
・佐賀県競技力向上基本計画の改訂（案）について
・佐賀県強化指定コーチ・トップコーチの追加認定（案）について
・令和４年度事業計画（案）について

２月８日
（資料送付）

第１４回障害者スポーツ普及委員会
（書面開催）

・令和３年度事業実施状況について
・令和４年度事業計画（案）について

２月１６日
（資料送付）

第１４回本部会議

・第７８回国民スポーツ大会
・佐賀県競技力向上基本計画の改訂（案）について
・令和４年度事業計画（案）について
・令和４年度収支予算（案）について
・令和４年度佐賀県強化拠点校の設置（案）について
・令和４年度佐賀県強化拠点地域の設置（案）について
・令和４年度佐賀県強化企業チームの設置（案）について
・佐賀県強化指定コーチ・トップコーチの追加認定（案）について

３月２５日

令和３年度事業報告（案）について
第１号議案
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２　国民スポーツ大会

（１）選手強化事業
事　業　名 具体的取組 実施時期

選手育成事業
　各競技団体が、国体をはじめとする最高峰の大会において入賞者を輩
出するために、実施する県内強化練習会等に要する経費に対し、補助を
行った。

４月～３月

運動部活動等設立支援事業
　運動部活動等を設立することで練習環境を整備し、３年後のＳＡＧＡ２０
２４国スポの選手確保や育成、強化につなげるため、運動部活動等の設
置数が少ない競技を対象に、その設立等に要する経費を支援した。

４月～３月

強化指定選手認定事業

　全国レベルや世界レベルで活躍する可能性のある選手をSEASの支援
対象選手とし、かつＳＡＧＡ２０２４国スポで主力となり得る選手について
は強化指定選手として認定し、「オール佐賀」としての意識の高揚を図る
ため、競技団体から推薦された選手に対し、強化指定選手・ネクスト選手
認定証及び認定Tシャツを配布した。
（認定選手　１０７５名）

７月～

ジュニア・アスリート支援事業

　国民体育大会（鹿児島大会）の開催延期を受け、２０２３年の国民体育
大会、ＳＡＧＡ２０２４国スポを目指す選手に対し、競技活動の充実及び本
県の両大会での躍進を図るため、活動支援金の交付を行った。
（支援選手　３８３名）

７月～

強化拠点校支援事業

　中学校・高等学校で、ＳＡＧＡ２０２４国スポを見据え強化の主軸となる
学校を指定し、強化活動に対する支援事業を行った。

高等学校：指定校　３１校　９５運動部（３０競技）
中学校　 ：指定校　　９校　１６運動部（　５競技）

４月～３月

強化拠点地域支援事業

　一定の地域を拠点に活動がなされ、ＳＡＧＡ２０２４国スポを見据え強化
の主軸となる地域（クラブチーム）を指定し、強化活動に対する支援事業
を行った。

拠点地域：　２８地域（２０競技）

４月～３月

強化企業チーム支援事業

　国体・国スポの正式競技に取り組んでいる企業チームのうち主体的に
活動する企業チームを指定し、強化活動に対する支援事業を行った。

企業チーム：　７企業チーム（６競技）

４月～３月

佐賀県中学校体育連盟支援事業
　地区中体連及び県中体連専門部による強化練習会等を実施し、有望
選手を発掘・育成するため、また、ＳＡＧＡ２０２４国スポの候補選手として
競技力向上を図るための支援事業を行った。

４月～３月
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（２）指導者養成事業
事　業　名 具体的取組 実施時期

指導者招聘事業

　国内外の優れた指導者を招聘し、一定期間または複数回にわたり、指
導者や選手を対象とする講習会等を行った。
・実施競技　１５競技
・実施回数　延べ８１回
・招聘者数　　３３名
・主な招聘者
　〔新体操〕
　　秋山　エリカ
　　　（東京女子体育大学　ロサンゼルスオリンピック出場）
　〔レスリング〕
　　湯元　健一
　　　（日本体育大学　北京オリンピック銀メダル）
　〔水泳（飛込）〕
　　安田千万樹
　　　（鳥取県地域づくり推進部スポーツ課　東京オリンピック飛込ｺｰﾁ）
　〔空手道〕
　　津山　捷泰
　　　（京都産業大学　指導した選手が東京オリンピック出場）

４月～３月
（県スポ協実施）

指導者研修事業

　県内の指導者を、（公財）日本スポーツ協会・中央競技団体等が実施す
る研修会や、国内外の優れた指導者の下に派遣した。
　・個別研修　　２競技３名
　・主な研修先
　　　全日本男子ホッケー選手権大会

  ・研修会参加（資格）　　９競技２１名
　・主な研修先
　　　2021年度（公財）日本スポーツ協会公認コーチ養成講習会

４月～３月
（県スポ協実施）

強化指定コーチ・トップコーチ
認定事業

　優れた指導力を有する指導者を「強化指定コーチ」に、その中から特に
優れた指導者を「トップコーチ」に認定。指導者が、より高い意識と使命感
を持って指導に取り組み、併せて、指導環境を充実させる。
　・強化指定コーチ　１３８名
　・トップコーチ　　　　　２２名

４月～３月

スポーツアドバイザー配置事業
　指導者の養成及び資質の向上を図るとともに、指導体制を充実させる
ため、スポーツアドバイザーを配置した。

４月～３月

（３）トレーナー等養成事業
事　業　名 具体的取組 実施時期

スタッフ育成事業

　スポーツトレーナーが、（公財）日本スポーツ協会等が実施する、専門
の資格取得を目的とする試験に、参加する経費に対して補助を行った。

・派遣回数（述べ）　３回　９名
・主な派遣先
　〔トレーナー〕
　・（公財）日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー養成講習会
　　専門科目検定試験理論試験

４月～３月
（県スポ協実施）

（４）環境整備事業
事　業　名 具体的取組 実施時期

競技用具等購入事業

〔整備用具〕
・セーリング競技：レーザー（スタンダード・ラジアル）
・ウエイトリフティング競技 ： バーベルセット
・ボート競技：ＳＵＰ　ＲＯＷＥＲ
・体操競技：平均台
・クレー射撃競技：ＴＳＫスタンダードブラックライン
・カヌー競技 ：〔スプリント〕
　　　　　　　　　カヤックシングル、カナディアンシングル

４月～３月
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３　全国障害者スポーツ大会

（１）選手育成事業

事　業　名 具体的取組 実施時期

チーム活動支援事業

　団体競技チーム、個人競技クラブに対し、各種大会参加や県内強化練
習会等の活動費を補助し、競技力の向上を図った。

［活動費補助］
団体競技　８チーム
　　・ソフトボール(知)
　  ・バレーボール男子（知）
 　 ・バレーボール女子（知）
　  ・バレーボール（精）
 　 ・サッカー（知）
　  ・バスケットボール（知）
 　 ・グランドソフトボール（身）
　  ・フットベースボール（知）
個人競技　３クラブ
　　・卓球
　  ・水泳
　  ・陸上競技

４月～３月

団体競技チーム競技力向上事業

　団体競技の競技力向上を図るため、自主大会開催費の補助を行い、
競技力の向上を図った。

［開催費補助］　３競技
　・フットベースボール競技
　・バレーボール（精神）競技
　・グランドソフトボール競技

11月～３月

選手育成事業

　令和６年に開催されるＳＡＧＡ２０２４全障スポに出場が見込まれる選手
を育成指定選手として認定し、認定し認定証・認定Ｔシャツを交付した。
　また、育成指定選手対象のレベルアップ練習会を開催し、競技力の向
上を図った。

［育成指定選手］
・団体競技７競技１１３名、個人競技７競技１１９名、計２３２名
［レベルアップ練習会］
・実施競技　９競技
　※その他の競技については、コロナの影響で中止。

１月～３月

広報活動事業
ＳＡＧＡ２０２４の認知度向上を図るとともに、選手発掘へとつなげるた
め、ホームページを開設。また、選手募集の広告物を作成し、学校訪問
やイベント開催時に配布した。

４月～３月

選手発掘事業

　未普及競技の体験教室等を開催し、競技の普及や選手の発掘等を行
い、チーム結成につなげるとともに、競技力の向上を図った。

［体験教室］
・実施競技　６競技
フットベースボール、バスケットボール、バレーボール（聴覚・精神）、サッ
カー、ソフトボール、卓球（精神）
・実施回数　９回
・参加者数　延べ１２６名

４月～３月
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（２）指導者養成事業

指導者養成事業

　障がい者スポーツ指導員資格取得講習会の受講料補助を行い、指導
者養成を行った。
　また、団体競技の指導者を全国大会へ派遣し、指導力向上を図る予定
であったが、新型コロナウイルス感染症の影響により全国大会が中止と
なったため、派遣なし。

［受講料補助］
・初級２７名、中級１７名、上級３名　計４７名

４月～３月

（３）環境整備事業

障害者スポーツ環境整備事業

　特別支援学校等でＳＡＧＡ２０２４全障スポ正式競技の普及を図るた
め、競技用具購入に係る費用の補助を行った。
　また、貸出用として陸上競技用車いす（レーサー）、ローラーを各１台整
備した。

［競技用具等購入費補助］　８校
・盲学校
・伊万里特別支援学校
・唐津特別支援学校
・大和特別支援学校
・うれしの特別支援学校
・中原特別支援学校
・金立特別支援学校
・佐賀大学教育学部附属特別支援学校

４月～３月
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２　支　出

大科目 小科目 事業名
議決予算額

（Ａ）
支出済額

（Ｂ）
比較

（Ｃ＝Ａ－Ｂ）

令和３年度収支決算（案）について

１　収　入 （単位：円）

（単位：円）

89,388,698

2,288

377,753,986

負担金

繰越金

雑収入

計

議決予算額
（Ａ）

288,363,000

89,388,000

2,000

377,753,000

科　目

国民体育大会

361,977,000 270,254,657 91,722,343

事業費

358,754,000 267,118,482 91,635,518

ジュニア・アスリート支援事業 38,300,000 38,300,000 0

強化指定選手認定事業 2,235,000
選
手
強
化

選手育成事業 211,556,000 156,288,129 55,267,871

運動部活動等設立支援事業 2,494,000 1,265,540 1,228,460

2,234,150 850

強化拠点地域支援事業 13,800,000 11,756,000 2,044,000

強化企業チーム支援事業 4,000,000 3,710,187 289,813

強化拠点校支援事業

3,490,796 9,204
ト

レ
ー

ナ
ー

等

養
 

成
スタッフ育成事業 1,025,000 565,200 459,800

環

境

整

備 競技用具等購入事業 16,556,000 7,898,632 8,657,368

指
導
者
養
成

指導者招聘事業 20,830,000 9,078,902 11,751,098

指導者研修事業

スポーツアドバイザー配置事業 3,500,000

強化指定コーチ・トップコーチ認定事業 103,000 102,212 788

　 事務局費 3,223,000 3,136,175 86,825

全国障害者
スポーツ大会

15,776,000 12,095,812 3,680,188

事業費

15,021,000 11,435,645 3,585,355

選
手
育
成

選手発掘事業 1,572,000 1,280,492 291,508

競技活動支援事業 2,258,000 1,517,041 740,959

団体競技チーム競技力向上事業 2,104,000 992,339 1,111,661

選手育成事業 3,436,000 2,398,222 1,037,778

広報活動事業 3,829,000 3,826,920 2,080

282,350,469 95,402,531

指

導
者

養

成 指導者養成事業 663,000 309,255

環

境

整

備 障害者スポーツ環境整備事業 1,159,000 1,111,376 47,624

353,745

282,350,469

95,403,517

収　入　額　合　計

支　出　額　合　計

377,753,986

差引残額（次年度繰越額）

内容

佐賀県負担金

R２年繰越金

利息収入等

比較
（Ｃ＝Ｂ－Ａ）

0

698

288

986

収入済額
（Ｂ）

288,363,000

　 事務局費 755,000 660,167 94,833

計 377,753,000

5,844,000 1,343,623 4,500,377

佐賀県中学校体育連盟支援事業 6,000,000 3,545,905 2,454,095

32,511,000 27,539,206 4,971,794

第２号議案
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17,726

計 508,655 65,503 574,158

指
導

者
養
成 指導者養成事業 1,520 1,520

環
境

整
備 障害者スポーツ環境整備事業 830 830

全国障害者
スポーツ大会

14,610 3,679 18,289

事業費

　 事務局費 470 93 563

14,140 3,586

1,028広報活動事業 3,586 4,614

団体競技チーム競技力向上事業 2,504 2,504

選手育成事業 3,703

選
手
育
成

選手発掘事業 1,544 1,544

競技活動支援事業 3,011 3,011

3,703

環
境

整
備 競技用具等購入事業 14,068 51,736 65,804

　 事務局費 4,027 88 4,115

3,501 3,501
ト

レ
ー

ナ
ー

等

養

 

成
スタッフ育成事業 2,642 2,642

指
導
者
養
成

指導者招聘事業 22,215 22,215

指導者研修事業 8,927 8,927

スポーツアドバイザー配置事業

強化指定コーチ・トップコーチ認定事業 20 20

強化企業チーム活動支援事業 4,000 4,000

佐賀県中学校体育連盟支援事業 5,000 5,000

強化拠点校活動支援事業 37,283 37,283

強化拠点地域活動支援事業 14,100 14,100

強化指定選手認定事業 6,555 6,555

ジュニア・アスリート支援事業 60,000 60,000

国民体育大会

494,045 61,824 555,869

事業費

490,018 61,736 551,754

選
手
強
化

選手育成事業 307,907 10,000 317,907

運動部活動等設立支援事業 3,800 3,800

２　支　出 （単位：千円）

大科目 小科目 事業名 当初予算額 補正額 補正後予算額

雑収入 2 0 2 利息収入等

計 508,655 65,503 574,158

負担金 478,753 0 478,753 佐賀県負担金

繰越金 29,900 65,503 95,403 Ｒ３繰越金

令和４年度補正収支予算（案）について
１　収　入 （単位：千円）

科　目 当初予算額 補正額 補正後予算額 備　考

第３号議案
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佐賀県競技力向上推進本部規約の一部改正（案）について 

【改正理由】 

・「障害」を「障がい」、「障害者スポーツ」を「パラスポーツ」へと表記変更することと

し、障がい者スポーツ普及委員会名称をパラスポーツ普及委員会と改名するため 

佐賀県競技力向上推進本部規約新旧対照表 

新 旧 備考 

（目的） 

第２条 推進本部は、第 78 回国民スポーツ

大会・第 23 回全国障害者スポーツ大会に向

けた競技力の向上及びパラスポーツの普及を図

るとともに、大会終了後も更なる本県のスポー

ツの推進に寄与することを目的とする。 

 

（事業） 

第３条  

（4） パラスポーツの普及に関する基本方針

及び総合的な計画等に関すること。 

（5）パラスポーツの普及事業に関すること。 

（6）パラスポーツの普及のための条件整備に

関すること。 

 

 

第２章 組織 

（構成） 

第４条  

（1） 競技力向上及びパラスポーツの普及に

関係する機関及び団体の役職員 

 

第３章 会議 

（会議の種類） 

第９条  

（3）パラスポーツ普及委員会 

 

（本部会議） 

第１０条 ４  

（7）  国スポ選手強化対策委員会及びパ

ラスポーツ普及委員会に付託及び委任する事

項に関すること。 

（パラスポーツ普及委員会） 

第１３条 パラスポーツ普及委員会は、本部

（目的） 

第２条 推進本部は、第 78 回国民スポーツ

大会・第 23 回全国障害者スポーツ大会に向

けた競技力の向上及び障害者スポーツの普及

を図るとともに、大会終了後も更なる本県のス

ポーツの推進に寄与することを目的とする。 

 

（事業） 

第３条  

（4） 障害者スポーツの普及に関する基本方

針及び総合的な計画等に関すること。 

（5） 障害者スポーツの普及事業に関するこ

と。 

（6） 障害者スポーツの普及のための条件整

備に関すること。 

 

第２章 組織 

（構成） 

第４条  

（1） 競技力向上及び障害者スポーツの普

及に関係する機関及び団体の役職員 

 

第３章 会議 

（会議の種類） 

第９条  

（3） 障害者スポーツ普及委員会 

 

（本部会議） 

第１０条 ４  

（7）  国スポ選手強化対策委員会及び障

害者スポーツ普及委員会に付託及び委任する

事項に関すること。 

（障害者スポーツ普及委員会） 

第１３条 障害者スポーツ普及委員会は、本

 

 

 

（変更） 

 

 

 

 

 

（変更） 

 

（変更） 

（変更） 

 

 

 

 

 

 

（変更） 

 

 

 

 

 

（変更） 

 

 

 

（変更） 

 

 

（変更） 

（変更） 

第４号議案 
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佐賀県競技力向上推進本部規約新旧対照表 

新 旧 備考 

⾧が委嘱する委員をもって構成する。 

２ パラスポーツ普及委員会は、本部会議から

付託及び委任された専門的事項について調

査・協議する。 

３ 前項のほか、パラスポーツ普及委員会に関

する必要な事項については、本部⾧が別に定

める。 

 

（専門委員会） 

第１４条 専門委員会は、国スポ選手強化

対策委員会委員⾧及びパラスポーツ普及委員

会委員⾧が委嘱する者をもって構成する。 

２ 専門委員会は、国スポ選手強化対策委

員会及びパラスポーツ普及委員会から検討要

請された事項について調査・協議する。 

３ 前項のほか、専門委員会に関する必要な

事項は、国スポ選手強化対策委員会委員⾧

及びパラスポーツ普及委員会委員⾧が別に定

める。 

 

 

附則 

１ この規約は、平成２８年２月１日から施

行する。 

２ 平成２８年７月１１日一部改正  

  この改正は、平成２８年４月１日から適

用する。 

３ この改正は、平成３０年４月１日から適

用する。 

４ この改正は、平成３０年７月１８日から

適用する。 

５ この改正は、令和２年４月１日から適用

する。 

６ この改正は、令和４年４月１日から適用

する。 

７ この改正は、令和４年 月 日から適用す

る。 

部⾧が委嘱する委員をもって構成する。 

２ 障害者スポーツ普及委員会は、本部会議

から付託及び委任された専門的事項について

調査・協議する。 

３ 前項のほか、障害者スポーツ普及委員会

に関する必要な事項については、本部⾧が別に

定める。 

 

（専門委員会） 

第１４条 専門委員会は、国スポ選手強化

対策委員会委員⾧及び障害者スポーツ普及

委員会委員⾧が委嘱する者をもって構成す

る。 

２ 専門委員会は、国スポ選手強化対策委

員会及び障害者スポーツ普及委員会から検討

要請された事項について調査・協議する。 

３ 前項のほか、専門委員会に関する必要な

事項は、国スポ選手強化対策委員会委員⾧

及び障害者スポーツ普及委員会委員⾧が別

に定める。 

 

附則 

１ この規約は、平成２８年２月１日から施

行する。 

２ 平成２８年７月１１日一部改正  

  この改正は、平成２８年４月１日から適

用する。 

３ この改正は、平成３０年４月１日から適

用する。 

４ この改正は、平成３０年７月１８日から

適用する。 

５ この改正は、令和２年４月１日から適用

する。 

６ この改正は、令和４年４月１日から適用

する。 

 

 

 

（変更） 

 

 

（変更） 

 

 

 

 

 

（変更） 

 

 

（変更） 

 

 

 

（変更） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（追加） 
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佐賀県競技力向上推進本部規約 

 

 

第１章 総則 

（名称） 

第１条 この本部は、佐賀県競技力向上推進本部（以下「推進本部」という。）と称する。 

 

（目的） 

第２条 推進本部は、第 78 回国民スポーツ大会・第 23回全国障害者スポーツ大会に向けた競

技力の向上及びパラスポーツの普及を図るとともに、大会終了後も更なる本県のスポーツの

推進に寄与することを目的とする。 

 

（事業） 

第３条 推進本部は前条の目的を達成するため、次に掲げる事業を行う。 

（1） 競技力向上推進の基本方針及び総合的な強化計画等に関すること。 

（2） 競技力向上推進事業の実施に関すること。 

（3） 競技力向上推進の条件整備に関すること。 

（4） パラスポーツの普及に関する基本方針及び総合的な計画等に関すること。 

（5） パラスポーツの普及事業に関すること。 

（6） パラスポーツの普及のための条件整備に関すること。 

（7） その他推進本部の目的達成に必要な事業に関すること。 

 

第２章 組織 

（構成） 

第４条 推進本部は、本部長及び次の各号に掲げる者のうちから本部長が委嘱した委員をもっ

て組織する。 

（1） 競技力向上及びパラスポーツの普及に関係する機関及び団体の役職員 

（2） 前号に掲げる者のほか、本部長が必要と認める者 

 

（役員） 

第５条 推進本部に、次の役員を置く。 

（1） 本部長     １名 

（2） 副本部長    若干名 

（3） 監事       若干名 

 

（役員の選出） 

第６条 本部長は、佐賀県副知事をもって充てる。 

２ 副本部長及び監事は、本部会議の承認を得て、委員のうちから本部長が委嘱する。 

 

（役員の職務） 

第７条 本部長は、本部を代表し、会務を総理する。 

２ 副本部長は、本部長を補佐し、本部長に事故あるときは、本部長があらかじめ指名した副

本部長が、その職務を代行（代理）する。 

３ 監事は、事業の執行状況及び会計について監査し、必要があるときは、本部長に対し意見

を述べる。 
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（任期） 

第８条 委員及び役員（以下「委員等」という。）の任期は、本部の目的が達成され、解散する

こととなる日までとする。ただし、委員等が就任時における所属機関及び団体等の役職を離

れた場合、その委員等は、辞任したものとみなし、その後任者が前任者の残任期間を務める

ものとする。 

２  本部長は、委員等に特別の事情が生じたときは、その職を解き、必要に応じて補充するこ

とができる。 

３  本部長は、前項の規定により、委員等の変更があった場合は、次の本部会議において報告

する。 

 

第３章 会議 

（会議の種類） 

第９条 推進本部に次の会議を置く。 

（1） 本部会議 

（2） 国スポ選手強化対策委員会 

（3） パラスポーツ普及委員会 

（4） 専門委員会 

 

（本部会議） 

第１０条 本部会議は、本部長が委嘱する委員をもって構成する。 

２ 本部会議は、本部長が招集する。 

３ 本部会議は、本部長又は本部長が指名した者が議長となる。 

４ 本部会議は、次の事項について審議し、決定する。 

（1） 総合的な事業の推進に関すること。 

（2） 規約の制定及び改廃に関すること。 

（3） 役員の選任に関すること。 

（4） 事業計画及び事業報告に関すること。 

（5） 予算及び決算に関すること。 

（6） 推進本部の解散に関すること。 

（7）  国スポ選手強化対策委員会及びパラスポーツ普及委員会に付託及び委任する事項に関

すること。 

（8） その他競技力の向上に関わる重要事項に関すること。 

５ 本部会議は、委員の過半数の出席がなければ開会し、議決することができない。 

６ 本部会議に出席できない委員は、委任状により議決に加わることができる。 

７ 本部会議の議事は、出席委員（委任状により議決に加わった委員も含む。）の過半数をもっ

て決し、可否同数のときは、本部長の決するところによる。 

 

（議決の省略） 

第１１条 議決すべき事項について、委員の全員が電子メール又は書面により同意の意思表示 

 をしたときは、その事項を可決する旨の議決があったものとみなす。 

 

（国スポ選手強化対策委員会） 

第１２条 国スポ選手強化対策委員会は、本部長が委嘱する委員をもって構成する。 

２ 国スポ選手強化対策委員会は、本部会議から付託及び委任された専門的事項について調

査・協議する。 
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３ 前項のほか、国スポ選手強化対策委員会に関する必要な事項については、本部長が別に定

める。 

 

（パラスポーツ普及委員会） 

第１３条 パラスポーツ普及委員会は、本部長が委嘱する委員をもって構成する。 

２ パラスポーツ普及委員会は、本部会議から付託及び委任された専門的事項について調査・

協議する。 

３ 前項のほか、パラスポーツ普及委員会に関する必要な事項については、本部長が別に定め

る。 

 

（専門委員会） 

第１４条 専門委員会は、国スポ選手強化対策委員会委員長及びパラスポーツ普及委員会委員

長が委嘱する者をもって構成する。 

２ 専門委員会は、国スポ選手強化対策委員会及びパラスポーツ普及委員会から検討要請され

た事項について調査・協議する。 

３ 前項のほか、専門委員会に関する必要な事項は、国スポ選手強化対策委員会委員長及びパ

ラスポーツ普及委員会委員長が別に定める。 

 

第４章 専決処分 

（本部長の専決処分） 

第１５条 本部長は、本部会議を招集するいとまがないときは、本部会議の審議事項について

専決することができる。 

２ 本部長は、前項の規定により専決処分したときは、これを次の本部会議において報告し、

その承認を得なければならない。 

 

第５章 事務局 

（事務局） 

第１６条 推進本部の事務を処理するため、佐賀県ＳＡＧＡ２０２４・ＳＳＰ推進局スポーツ

課競技力向上推進室内に事務局を置く。 

２ 事務局に関する必要な事項は、本部長が別に定める。 

 

第６章 会計 

（経費） 

第１７条 推進本部の経費は、佐賀県からの負担金及びその他の収入をもって充てる。 

 

（予算及び決算） 

第１８条 推進本部の収支予算は、本部会議の議決により定め、収支決算は、監事の監査を経

て本部会議の承認を得なければならない。 

 

（会計年度等） 

第１９条 推進本部の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。 

２ 推進本部の会計に関し必要な事項は、本部長が別に定める。 

 

（残余財産の帰属等） 

第２０条 推進本部が解散するときに有する残余財産は、本部会議の議決を得て処分する。 

 

 

 

 

- P34 -



第７章 解散 

（解散） 

第２１条 推進本部は、第２条の目的が達成されたときに解散する。   

 

第８章 補則 

（補則） 

第２２条 この規約に定めるもののほか、推進本部の運営に関する必要な事項は、本部長が別

に定める。 

 

附則 

１ この規約は、平成２８年２月１日から施行する。 

 

２ 平成２８年７月１１日一部改正。 

  この改正は、平成２８年４月１日から適用する。 

 

３ この改正は、平成３０年４月１日から適用する。 

 

４ この改正は、平成３０年７月１８日から適用する。 

 

５ この改正は、令和２年４月１日から適用する。 

 

６ この改正は、令和４年４月１日から適用する。 

 

７ この改正は、令和４年 月 日から適用する。 
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佐賀県競技力向上推進本部障害者スポーツ普及委員会規程の一部改正（案） 

について 

【改正理由】 

・「障害」を「障がい」、「障害者スポーツ」を「パラスポーツ」へと表記変更することと

し、障がい者スポーツ普及委員会名称をパラスポーツ普及委員会と改名するため 

佐賀県競技力向上推進本部パラスポーツ普及委員会規程新旧対照表 

新 旧 備考 

（趣旨） 

第１条 この規程は、佐賀県競技力向上推

進本部規約第１３条第３項の規定に基づ

き、佐賀県競技力向上推進本部パラスポーツ

普及委員会（以下「委員会」という。）の組

織及び運営に必要な事項を定める。 

 

（委員） 

第４条 委員は、次の各号に掲げる者のうちか

ら本部⾧が委嘱をした者（以下「委員」とい

う。）をもって構成する。 

（1） 県関係者 

（2） パラスポーツ関係者 

（3） 障がい福祉関係者 

（4） 前号に掲げる者のほか、本部⾧が

必要と認める者 

  

附則 

１ この規程は、平成２８年２月１日から施

行する。 

２ この規程は、平成３０年４月１日から施

行する。 

３ この規程は、平成３０年７月１８日から

施行する。 

４ この規程は、令和２年４月１日から施行

する。 

５ この規定は、令和４年 月 日から施行す

る。 

 

（趣旨） 

第１条 この規程は、佐賀県競技力向上推

進本部規約第１３条第３項の規定に基づ

き、佐賀県競技力向上推進本部障害者スポ

ーツ普及委員会（以下「委員会」という。）の

組織及び運営に必要な事項を定める。 

 

（委員） 

第４条 委員は、次の各号に掲げる者のうちか

ら本部⾧が委嘱をした者（以下「委員」とい

う。）をもって構成する。 

(1) 県関係者 

(2) 障害者スポーツ関係者 

（3）障害福祉関係者 

（4）前号に掲げる者のほか、本部⾧が必 

要と認める者 

  

附則 

１ この規程は、平成２８年２月１日から施

行する。 

２ この規程は、平成３０年４月１日から施

行する。 

３ この規程は、平成３０年７月１８日から

施行する。 

４ この規程は、令和２年４月１日から施行

する。 

 

 

 

 

（変更） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（変更） 

（変更） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（追加） 

 

第５号議案 
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佐賀県競技力向上推進本部パラスポーツ普及委員会規程 
 

（趣旨） 

第１条 この規程は、佐賀県競技力向上推進本部規約第１３条第３項の規定に基づき、佐賀県競

技力向上推進本部パラスポーツ普及委員会（以下「委員会」という。）の組織及び運営に必要な

事項を定める。 

 

（業務） 

第２条 委員会は、本部会議から付託及び委任された専門的な事項について、調査・審議する。 

 

（役員） 

第３条 委員会に次の役員を置く。 

（1） 委員長   １名 

（2） 副委員長  若干名 

２ 役員は、本部長が委嘱する。 

３ 委員長は、委員会を代表し、会務を総理する。 

４ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるときは、その職務を代理する。 

 

（委員） 

第４条 委員は、次の各号に掲げる者のうちから本部長が委嘱をした者（以下「委員」という。）

をもって構成する。 

（1） 県関係者 

（2） パラスポーツ関係者 

（3） 障がい福祉関係者 

（4） 前号に掲げる者のほか、本部長が必要と認める者 

  

（委員及び役員の任期） 

第５条 委員及び役員（以下「委員等」という。）の任期は、本会の目的が達成された日までとする。

ただし、委員等が就任時の所属機関及び団体等の役職を離れた場合、その委員等は辞任したもの

とみなし、その後任者が前任者の残任期間を務めるものとする。 

 

（会議） 

第６条 委員会は、委員長が招集する。 

２ 委員会は、委員長又は委員長が指名した者が議長となる。 

３ 委員会は、委員の過半数の出席がなければ開会できない。ただし、委員会に出席できない委

員は、委任状により議決に加わることができる。 

４ 委員会の議事は、出席委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決するところ

による。 

５ 委員長が必要と認めるときは、委員以外に専門的知識を有する者の出席を求め、意見を聞く

ことができる。 

 

（補則） 

第７条 この規程に定めるもののほか、委員会の運営に必要な事項は、委員長が本部長の承認を

得て別に定める。 

 

附則 

１ この規程は、平成２８年２月１日から施行する。 

２ この規程は、平成３０年４月１日から施行する。 

３ この規程は、平成３０年７月１８日から施行する。 

４ この規程は、令和２年４月１日から施行する。 

５ この規定は、令和４年 月 日から施行する。 
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第６号議案 

第２３回全国障害者スポーツ大会佐賀県障害者スポーツ普及基本計画の改訂（案）

について 

 

【改訂理由】 

（１）ＳＡＧＡスポーツピラミッド（ＳＳＰ）構想に基づき、パラスポーツの普及に向けた 

取組を進めていくことを明記 

（２）直近データ及び分析内容の更新 

（３）「障害」を「障がい」、「障害者スポーツ」を「パラスポーツ」、「全障スポ佐賀大会」を

「ＳＡＧＡ２０２４全障スポ」へと表記変更 

全国障害者スポーツ大会佐賀県パラスポーツ普及基本計画新旧対照表 

※改訂理由（３）に係る変更は省略 

新 旧 備考 

《表紙》 

第 23 回全国障害者スポーツ大会 

パラスポーツ普及基本計画 

Ver.3.0 

 

佐賀県競技力向上推進本部 

（平成２９年３月策定） 

（令和３年３月改訂） 

（令和４年 月改訂） 

 

《P2》 

  基本計画の改訂 （令和４年６月）  

 

佐賀県では、スポーツのチカラを活かした人づく

り、地域づくりを進めるＳＡＧＡスポーツピラミッ

ド（ＳＳＰ）構想を進めており、２０２４年

に開催するＳＡＧＡ２０２４全障スポ（第

２３回全国障害者スポーツ大会）を大きな通

過点として、その後も、パラスポーツの普及、選

手・指導者の育成等を政策的に展開していくた

め、パラスポーツ普及基本計画を改定する。 

 

 

 

《表紙》 

第 23 回全国障害者スポーツ大会 

障害者スポーツ普及基本計画 

Ver.2.0 

 

佐賀県競技力向上推進本部 

（平成２９年３月策定） 

（令和３年３月改訂） 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（変更） 

（変更） 

 

 

 

 

（追加） 

 

 

（追加） 
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全国障害者スポーツ大会佐賀県パラスポーツ普及基本計画新旧対照表 

※改訂理由（３）に係る変更は省略 

新 旧 備考 

《P4》 

第１章 

１ 基本計画の位置づけ 

この基本計画は、ＳＡＧＡスポーツピラミッド

構想に基づき、第２３回全国障害者スポーツ

大会（以下「ＳＡＧＡ２０２４全障スポ」と

いう。）に向けて、障がい者が広くスポーツを楽

しむ機会や“きっかけ”を増やし、日常的にスポー

ツを楽しむ環境づくりを進め、ＳＡＧＡ２０２

４全障スポにおいて、開催県としてふさわしい成

績を収めるとともに、大会終了後もスポーツ活

動が継続でき、新たにスポーツを始める障がい

者が継続して増えていくなど、誰もがスポーツに

親しめる社会を目指して、選手の発掘・育成や

指導者の養成等に関する具体的なパラスポー

ツ普及対策を示すものである。 

 

《P4》 

２ 基本計画の対象となる期間と目標 

基本計画では、ＳＡＧＡ２０２４全障ス

ポの開催前後を次に掲げる４つの期間に区分

し、大会競技やパラスポーツの普及を図りなが

ら、ＳＡＧＡ２０２４全障スポでは、①団体

競技全競技種目出場、②個人競技のメダル

多数獲得を目標とする。 

区

分 

期間 目標 

九州ブロッ

ク予選会

等に出場

できる団体

競技種目

数 

個人競技

メダル数 

発 H28 年 3 種目／  

《P4》 

第１章 

１ 基本計画の位置づけ 

この基本計画は、第２３回全国障害者ス

ポーツ大会（以下「全障スポ佐賀大会」とい

う。）に向けて、障害者が広くスポーツを楽しむ

機会や“きっかけ”を増やし、日常的にスポーツを

楽しむ環境づくりを進め、全障スポ佐賀大会に

おいて、佐賀らしい戦い方で開催県としてふさわ

しい成績を収めるとともに、大会終了後も新た

にスポーツを始める障害者が継続して増えていく

など、スポーツに親しめる社会を目指して、選手

の発掘・育成や指導者の養成等に関する具体

的な障害者スポーツ普及対策を示すものであ

る。 

 

 

《P4》 

２ 基本計画の対象となる期間と目標 

基本計画では、全障スポ佐賀大会の開催

前後を次に掲げる４つの期間に区分し、大会

競技や障害者スポーツの普及を図りながら、全

障スポ佐賀大会では、①団体競技全競技種

目出場、②個人競技のメダル多数獲得を目標

とする。 

区

分 

期間 目標 

九州ブロッ

ク予選会

等に出場

できる団体

競技種目

数 

個人競技

メダル数 

発 H28 年 3 種目／  

 

 

 

（追加） 

（変更） 

（変更） 

 

 

（変更） 

 

（追加） 

（変更） 

（追加） 

 

（変更） 

 

 

 

 

（変更） 

 

（変更） 

（変更） 
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全国障害者スポーツ大会佐賀県パラスポーツ普及基本計画新旧対照表 

※改訂理由（３）に係る変更は省略 

新 旧 備考 

掘・

育

成

期 

度 

H30 年

度 

12 種目 

充

実

期 

H31 年

度 

R3 年

度 

6 種目／

12 種目 

 

 

 

 

完

成

期 

R4 年

度 

11 種目

／12 種

目 

 

R5 年

度 

12 種目

／12 種

目 

 

R6 年

度 

12 種目

／12 種

目 

140 

定

着

期 

R7 年

度以降 

ＳＳＰ構想に基づく競

技活動の継続 

※ 目標設定についての考え方 

・ 九州ブロック地区予選会等に出場できる団

体競技種目数 

団体競技における全国障害者スポーツ大会

への参加資格は、九州ブロック地区予選会の

優勝チームに与えられるが、開催県は、予選会

なしで参加資格が与えられる。  

平成２８年度時点で、九州ブロック地区予

選会に出場している競技種目は２種目である

が、ＳＡＧＡ２０２４全障スポには全競技

種目に出場し、開催県としてふさわしい成績を

収めるため、九州ブロック地区予選会等に出場

できる競技種目数を順次増やすことを目標とし

掘・

育

成

期 

度 

H30 年

度 

12 種目 

充

実

期 

H31 年

度 

R3 年

度 

6 種目／

12 種目 

 

 

 

 

完

成

期 

R4 年

度 

11 種目

／12 種

目 

 

R5 年

度 

12 種目

／12 種

目 

 

R6 年

度 

12 種目

／12 種

目 

140 

定

着

期 

R7 年

度以降 

12 種目

／12 種

目 

 

※ 目標設定についての考え方 

・ 九州ブロック予選会等に出場できる団体競

技種目数 

団体競技における全国障害者スポーツ大会

への参加資格は、九州ブロック予選会の優勝チ

ームに与えられるが、開催県は、予選会なしで

参加資格が与えられる。  

平成２８年度時点で、九州ブロック予選会

に出場している競技種目は２種目であるが、

全障スポ佐賀大会には全競技種目に出場し、

開催県としてふさわしい成績を収めるため、九

州ブロック予選会等に出場できる競技種目数

を順次増やすことを目標としている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（変更） 

 

 

 

（追加） 

 

 

（追加） 

 

 

（追加） 

 

（変更） 

 

（追加） 
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全国障害者スポーツ大会佐賀県パラスポーツ普及基本計画新旧対照表 

※改訂理由（３）に係る変更は省略 

新 旧 備考 

ている。 

 

《P6》 

第 2 章 

１（１）① ア 正式競技と参加者数 

（令和４年栃木大会実施予定競技） 

 実施競技・参加区分 参加選

手数

（人） 

個人

（７

競

技） 

陸上競技 

 

身体・

知的 

960 

水泳 

 

身体・

知的 

310 

 

アーチェリー 身体 70 

卓球※サ

ウンドテー

ブルテニス

（身体）

含む 

身体・

知的 

460 

フライング

ディスク 

身体・

知的 

400 

ボウリング 知的 200 

ボッチャ 身体 140 

個人競技計 2,540 

団体 

（７

競

技） 

バスケット

ボール 

 

知的

（男女

別） 

168 

車いすバス

ケットボー

ル 

身体 84 

ソフトボー

ル 

知的 105 

 

 

《P6》 

第 2 章 

１（１）① ア 正式競技と参加者数 

（令和３年三重大会実施予定競技） 

 実施競技・参加区分 参加選

手数

（人） 

個人

（7

競

技） 

陸上競技 身体・

知的 

960 

水泳 身体・

知的 

308 

 

アーチェリー 身体 75 

卓球※サ

ウンドテーブ

ルテニス

（身体）

含む 

身体・

知的 

460 

フライングデ

ィスク 

身体・

知的 

397 

ボウリング 知的 200 

ボッチャ 身体 140 

個人競技計 2,540 

団体 

（７

競

技） 

バスケットボ

ール 

知的

（男女

別） 

168 

車いすバス

ケットボール 

身体 84 

ソフトボー

ル 

知的 105 

グランドソフ 身体 105 

 

 

 

 

 

（変更） 

 

 

 

 

 

（変更） 

 

（変更） 

 

 

 

 

 

（変更） 
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全国障害者スポーツ大会佐賀県パラスポーツ普及基本計画新旧対照表 

※改訂理由（３）に係る変更は省略 

新 旧 備考 

グランドソフ

トボール 

身体 105 

 バレーボー

ル 

 

身体

（男女

別） 

168 

バレーボー

ル 

 

知的

（男女

別） 

168 

バレーボー

ル 

精神 84 

サッカー 知的 112 

フットソフト

ボール 

知的 105 

団体競技計 1,099 

総参加選手数※ 3,639 

※総参加選手数は、参加者の上限数である。 

※令和３年度三重大会から、ボッチャが正式

競技として追加される。 

 

イ オープン競技 

 パラスポーツの普及・振興並びに障がいに対

する理解を深めるため、正式競技以外の競技・

種目について、関係団体などと協議のうえ競

技・種目を決定し実施する。 

（ＳＡＧＡ２０２４実施予定競技） 

ふうせんバレーボール、卓球バレー、ソーシャルフ

ットボール、電動車椅子サッカー、スポーツウエル

ネス吹矢、ウォーキングフットボール、ブラインドテ

ニス、パラサーフィン 

 

《P7》 

②本県の大会参加状況及び成績（平成 23

年 令和３年） 

トボール 

 バレーボー

ル 

身体

（男女

別） 

168 

バレーボー

ル 

知的

（男女

別） 

168 

バレーボー

ル 

精神 84 

サッカー 知的 112 

フットベース

ボール 

知的 105 

団体競技計 1,099 

総参加選手数※ 3,639 

※総参加選手数は、参加者の上限数である。 

※三重大会から、ボッチャが正式種目として追

加される。 

 

 

イ オープン競技 

 障害者のスポーツの普及・振興並びに障害に

対する理解を深めるため、正式競技以外の協

議の実施について、関係団体などと協議し、競

技を決定し、大会期間中に実施する。 

 （三重大会実施予定競技）スポーツウエル

ネス吹矢、ハンザクラスセーリング 

 

 

 

 

《P7》 

②本県の大会参加状況及び成績（平成 23

年 令和２年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（変更） 

 

 

 

 

（変更） 

（変更） 

 

 

 

（変更） 

 

（変更） 

（変更） 

（変更） 

 

 

 

 

 

 

 

（変更） 
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新 旧 備考 

表（平成 28 年 令和 1 年の団体競技 令

和３年度）追加 

 

※団体競技種目 

 団体競技の出場チームは、他県開催時は九

州ブロック地区予選会で優勝したチーム 

平成２８年度時点において、バレーボール

（精神） 車いすバスケットボールのチームが九

州ブロック地区予選会に出場していたが、令和

元年度の九州ブロック地区予選会には、これま

での２種目に加え、バレーボール（知的男

子）、グランドソフトボール、サッカー、ソフトボー

ルの６チームが出場した（いずれも予選敗

退）。令和２年度 令和３年度は新型コロナ

ウイルス感染症の影響により予選会が中止とな

ったが、抽選により令和２年度はバレーボール

（知的男子）が、令和３年度においてはバレ

ーボール（知的男子）、バスケットボール（知

的男子）、バレーボール（精神）の３チーム

が三重大会に出場予定だった。 

令和４年度には、これまでのチームに加えて

バレーボール（知的女子） バスケットボール

（知的男子）、バスケットボール（知的女

子）、フットソフトボールの４チームも九州ブロッ

ク地区予選会に出場することができ、バレーボー

ル（知的男子）においては優勝し栃木大会の

出場権を獲得した。 

バレーボール（身体男女）については、まだ

九州ブロック地区予選会への出場経験はない

が、徐々にチームができてきており、令和５年度

での出場を目指している。 

※令和３年度までに団体競技で全国大会

に出場したのは、バレーボール（精神）チーム

 

 

 

※団体競技種目 

団体競技の出場チームは、他県開催時は

九州ブロック予選会で優勝したチーム。平成２

８年度時点において、バレーボール（精神）、

車いすバスケットボールのチームが九州ブロック

予選会に出場していたが、令和元年度の九州

ブロック予選会には、これまでの２種目に加え、

バレーボール（知的男子）、グランドソフトボー

ル、サッカー、ソフトボールの６チームが出場した

（いずれも予選敗退）。団体競技で全国大

会に出場したのは、バレーボール（精神）チー

ムの第 8 回大会（平成 20 年） 第 9 回大

会（平成 21 年） 第 11 回大会（平成

23 年） 第 12 回大会（平成 24 年）の 4

大会のみである。 

 その他、バスケットボール（男子）、バレーボ

ール（知的女子）については、令和２年度に

はチームが結成できており、九州ブロック予選会

に出場予定であったが、新型コロナウイルス感

染症の影響により予選会が中止となったため、

まだ、大会出場実績がない。 

   バスケットボール（女子） バレーボール

（身体男女） フットベースボールについて 

は、県内にチームがないため、九州ブロック予選

会に出場できない状況である。 

 

 

 

 

 

（追加） 

 

 

 

 

（追加） 

 

 

（追加） 

（追加） 

 

 

 

（変更） 
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新 旧 備考 

の第 8 回大会（平成 20 年） 第 9 回大会

（平成 21 年） 第 11 回大会（平成 23

年） 第 12 回大会（平成 24 年）の 4 大

会のみ。 

 

 

《P8》 

（１）【パラピック佐賀県選手】 

2021 年の情報追加 

 

栁川 春己 

 

《P9》 

【デフリンピック佐賀県選手】 

2021 年の情報追加 

 

《P10》 

２（１）①佐賀県人口と障害者手帳所持

者数 

 県内の令和 4 年 3 月 1 日現在の推計人

口は、対平成 23 年比では、94.7％と減少し

ているが、障害者手帳所持者数は、身体では

対平成 23 年比 97.0％と近年減少が見られ

るものの、知的では 123.1％、精神では

221.2％、全体では 108.6％と増加しており、

県民の障害者手帳所持者の割合は増加して

いる。 

 また、65 歳以上（精神は 60 歳以上）の

割合が全体で、59.9％と高い状況である。 

 

佐賀県人口の推移（毎年 3 月 1 日現在） 

表差替（H23 R4） 

 

 

 

 

 

 

 

《P8》 

（１）【パラピック佐賀県選手】 

 

 

柳川 春己 

 

《P8》 

【デフリンピック佐賀県選手】 

 

 

《P9》 

２（１）①佐賀県人口と障害者手帳所持

者数 

 県内の令和 2 年 3 月 1 日現在の推計人

口は、対平成 23 年比では、95.7％と減少し

ているが、障害者手帳所持者数は、身体では

対平成 23 年比 98.6％と近年減少が見られ

るものの、知的では 119.5％、精神では

197.2％、全体では 107.9％と増加している

ため、県民の障害者手帳所持者の割合は増

加している。 

 また、65 歳以上（精神は 60 歳以上）の

割合が全体で、59.8％と高い状況である。 

 

佐賀県人口の推移（毎年 3 月 1 日現在） 

表差替（H23 R2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（追加） 

 

（変更） 

 

 

 

（追加） 

 

 

 

 

（変更） 

（変更） 

 

（変更） 

（変更） 

（変更） 

 

 

 

（変更） 

 

 

（変更） 
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新 旧 備考 

障害者手帳所持者数（毎年 3 月末現在） 

表差替（H23 R4） 

 

《P11》 

障がい者年齢別内訳（令和 4 年３月末現

在） 

表差替（R4.3 末現在の数字） 

 

障がい者手帳所持者数の推移（平成 23 年

 令和 4 年） 

グラフ差替（H23 R4） 

 

《P12》 

②パラスポーツ人口 

平成２７年度の佐賀県障害者スポーツ大

会に参加した特別支援学校や作業所等３３

団体に対し、スポーツに関するアンケート調査を

行ったところ、「日頃からスポーツを行っている人

（週１回以上）」の割合は、２２．４％

（３，１２４人中７０１人）だった。（障

がい者については、障がいの程度や交通手段の

確保など、様々な状況があるため、この割合の

多寡についての評価は難しいところである。） 

さらに、令和３年度に特別支援学校や作業

所等に対し実施したパラスポーツに関するアンケ

ート調査によると、「日頃からスポーツを行ってい

る人（週１回以上）」の割合は、６６．

５％（１,７３５人中１,１５４人）だっ

た。 

 この結果は、一見高い数値のように思える

が、特別支援学校に通う学生を除いた、「日頃

からスポーツを行っている人（週１回以上）」

の割合と比較すると、４９．８％（１,０８

障害者手帳所持者数（毎年 3 月末現在） 

表差替（H23 R2） 

 

《P10》 

障害者年齢別内訳（令和２年３月末現

在） 

表差替（R2.3 末現在の数字） 

 

障害者手帳所持者数の推移（平成 23 年

 令和２年） 

グラフ差替（H23 R2） 

 

《P11》 

②障害者スポーツ人口 

平成２７年度の佐賀県障害者スポーツ大

会に参加した特別支援学校や作業所等３３

団体に対し、スポーツに関するアンケート調査を

行ったところ、「日頃からスポーツを行っている人

（週１回以上）」の割合は、２２．４％

（３，１２４人中７０１人）だった。（障

害者については、障害の程度や交通手段の確

保など、様々な状況があるため、この割合の多

寡についての評価は難しいところである。） 

さらに、令和元年度に特別支援学校や作業

所等に対し実施した障害者スポーツに関するア

ンケート調査によると、「日頃からスポーツを行っ

ている人（週１回以上）」の割合は、４７．

７％（２,９１４人中１,３９１人）だっ

た。 

 この結果は、一見高い数値のように思える

が、特別支援学校に通う学生を除いた、「日頃

からスポーツを行っている人（週１回以上）」

の割合は、２８．６％（１,９１１人中５

 

（変更） 

 

 

（変更） 

 

（変更） 

 

（変更） 

（変更） 

（変更） 

 

 

（変更） 

 

 

 

 

 

 

（変更） 

 

 

（変更） 

（変更） 

 

（変更） 

（変更） 

 

 

 

 

（変更） 
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新 旧 備考 

８人中５４２人）と、１６．７ポイントも減

少しているため特別支援学校を卒業した後の

環境づくりが重要であると言える。 

環境づくりの取組の一つとして、佐賀県障が

い者スポーツ協会と協力し、様々な種目を気

軽に体験できるパラスポーツ教室を開催してい

るが、継続的に開催してきた結果、1 教室当た

りの参加者数平均は、平成２６年度の８．

５７人に比べて、令和３年度は２７．３５

人と約３．１９倍の増となっている。 

 

《P12》 

パラスポーツ教室の実施状況（平成 26 年度

から令和３年度） 

平成 26 年度 令和元年度までの年度表記

修正 

R2 R3 のデータ追加 

 

《P13》 

（２）県内の主なパラスポーツ大会の状況 

 ① 主なスポーツ大会の状況 

 県内の主なパラスポーツ大会は、下表のとおり

行われており、うち県主催大会は、 

  パラスポーツ大会 競技記録会 （兼全

国障害者スポーツ大会佐賀県代表選手選考

会）、パラスポーツ大会 みんなの大会  佐

賀県さわやかスポーツ・レクリエーション祭の３大

会である。 

 

《P13》 

県内の主なスポーツ大会一覧 

大会名 時期 主催者 概要 

パラスポ 5 月 佐賀県 競技力

４７人）であり、特別支援学校を卒業した後

の環境づくりが重要であると言える。 

環境づくりの取組の一つとして、佐賀県障が

い者スポーツ協会と協力し、様々な種目を気

軽に体験できる障害者スポーツ教室を開催して

いるが、継続的に開催してきた結果、1 教室当

たりの参加者数平均は、平成２６年度の

８．５７人に比べて、令和元年度は１４．

４２人と約１.６８倍の増となっている。 

 

 

《P11》  

障害者スポーツ教室の実施状況（平成 26

年度から令和元年度） 

 

 

 

 

《P12》 

（２）県内の主な障害者スポーツ大会の状

況 

① 主なスポーツ大会の状況 

  県内の主な障害者スポーツ大会は、下表の

とおり行われており、うち県主催大会は、 

  全国障害者スポーツ大会佐賀県選手選考

会、佐賀県さわやかスポーツ・レクリエーション

祭、佐賀県障害者スポーツ大会の３大会であ

る。 

 

《P12》 

県内の主なスポーツ大会一覧 

大会名 時期 主催者 概要 

全国障 5 月 佐賀県 全国大

（変更）

（追加） 

 

 

 

（変更） 

 

 

（変更） 

（変更） 

 

 

（変更） 

（変更） 

（変更） 

 

（追加） 

 

 

（変更） 

 

 

（変更） 

 

（変更） 

（追加） 

（削除） 

 

 

 

 

 

（変更） 
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新 旧 備考 

ーツ大会

 競技

記録会

 （兼

全国障

害者スポ

ーツ大会

佐賀県

代表選

手選考

会） 

向上を

目指し、

パラスポ

ーツ競技

者が記

録に挑

戦する

大会。 

全国大

会に出

場する

個人競

技の選

手選考

会を兼

ねる。 

競技種

目 陸

上競

技、水

泳、アー

チェリー、

卓球、ボ

ウリング、

フライン

グディス

ク、ボッチ

ャ 

全国さわ

やかスポ

ーツ・レク

リエーショ

ン祭 

5 月下

旬 

佐賀県 スポーツ

を始めて

みたい方

など、誰

でも参加

害者スポ

ーツ大会

佐賀佐

賀県代

表選手

選考会 

会に出

場する

個人競

技の選

手を選

考する

大会 

競技種

目 陸

上競

技、水

泳、アー

チェリー、

卓球、ボ

ウリング、

フライン

グディス

ク、ボッチ

ャ 

全国さわ

やかスポ

ーツ・レク

リエーショ

ン祭 

5 月下

旬 

佐賀県 スポーツ

を始めて

みたい方

など、誰

でも参加

できるス

ポーツイ

ベント 

競技種

目 卓

球バレ

ー、スポ

ーツウエ

ルネス吹

（変更） 
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新 旧 備考 

できるス

ポーツイ

ベント 

競技種

目 卓

球バレ

ー、スポ

ーツウエ

ルネス吹

矢 他 

ムツゴロ

ウ杯卓

球バレー

交流大

会 

9 月末 佐賀県

卓球バ

レー協会 

県外から

の参加も

ある卓球

バレーの

大会 

パラスポ

ーツ大会

    

の大会

  

10 月 佐賀県 障がいの

あるなし

に関わら

ず一緒

にパラス

ポーツの

楽しさを

体験しな

がら、理

解を深め

る大会。 

競技種

目 陸

上競

技、水

泳、ボウ

リング、

車いすバ

矢 他 

ムツゴロ

ウ杯卓

球バレー

交流大

会 

9 月末 佐賀県

卓球バ

レー協会 

県外から

の参加も

ある卓球

バレーの

大会 

佐賀県

障がい

者スポー

ツ大会 

10 月 佐賀県 スポーツ

の楽しさ

を体験し

ながら、

競技力

の向上を

図る大

会 

競技種

目 陸

上競

技、水

泳、アー

チェリー、

卓球、ボ

ウリング、

フライン

グディス

ク、ボッチ

ャ、スポ

ーツウエ

ルネス吹

矢、卓

球バレー 

むつごろ

う CUP

車いすバ

10 月下

旬 

むつごろ

う CUP

大会実

九州各

県のチー

ムが参

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（変更） 

（追加） 

 

 

 

 

 

 

 

（変更） 

 

 

 

 

 

 

（変更） 
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新 旧 備考 

スケット

ボール、

ゴールボ

ール、フッ

トソフト

ボール等 

むつごろ

う CUP

車いすバ

スケット

ボール大

会 

10 月下

旬 

むつごろ

う CUP

大会実

行委員

会 

九州各

県のチー

ムが参

加する

車いすバ

スケット

ボールの

大会 

肥前地

区障害

者卓球

大会 

3 月 佐賀県

障がい

者卓球

協会 

福岡県・

佐賀県・

⾧崎県 

大分県

の障害

者、近

隣中学

校卓球

部の生

徒が参

加する

障害者

卓球大

会 

佐賀県

卓球バ

レー交流

（クスノ

キ杯）

3 月末 佐賀県

卓球バ

レー協会 

指導者

養成講

習会も

一緒に

行われる

スケット

ボール大

会 

行委員

会 

加する

車いすバ

スケット

ボールの

大会 

肥前地

区障害

者卓球

大会 

3 月 佐賀県

障がい

者卓球

協会 

福岡県・

佐賀県・

⾧崎県・

大分県

の障害

者、近

隣中学

校卓球

部の生

徒が参

加する

障害者

卓球大

会 

佐賀県

卓球バ

レー交流

（クスノ

キ杯）

大会 

3 月末 佐賀県

卓球バ

レー協会 

指導者

養成講

習会も

一緒に

行われる

卓球バ

レーの大

会 
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全国障害者スポーツ大会佐賀県パラスポーツ普及基本計画新旧対照表 

※改訂理由（３）に係る変更は省略 

新 旧 備考 

大会 卓球バ

レーの大

会 

 

《P13》 

② 佐賀県パラスポーツ大会の状況 

 ア 大会の沿革 

 平成１３年度までは、身体障がい者のみを

対象とした大会だったが、平成１４年度からは

障がい種別にとらわれない障がい者全体のスポ

ーツとして振興を図る観点から、対象を身体及

び知的障がい者に拡大し、第１回大会として

開催した。さらに、平成１９年度からは精神障

がい者を参加対象に加え、３障がい合同のス

ポーツ大会として開催した。 

 平成２０年度からは、当大会が１０月開催

の全国障害者スポーツ大会の選考も兼ね 

ていることから、開催時期を１０月から５月に

変更した。 

また、平成２５年度からは、障がいのある人

もない人もスポーツを楽しめる社会を実現する

ためのきっかけとして、障害者スポーツ大会を県

民体育大会 さがねんりんピックと同時期の１

０月に開催することとなり、全国障害者スポー

ツ大会佐賀県代表選手選考会は、５月に開

催することとなった。 

令和４年度からは、ＳＡＧＡ２０２４全

障スポに向けて、５月に実施していた選考会の

競技規則を全国障害者スポーツ大会規則に

準じることとし、より競技性を高めた「パラスポー

ツ大会 競技記録会  として競技力向上を

図る。 

また、１０月に実施していたスポーツ大会の

 

 

 

 

《P12》 

② 佐賀県障害者スポーツ大会の状況 

ア 大会の沿革 

 平成１３年度までは、身体障害者のみを対

象とした大会だったが、平成１４年度からは障

害種別にとらわれない障害者全体のスポーツと

して振興を図る観点から、対象 

を身体及び知的障害者に拡大し、第１回大

会として開催した。さらに、平成１９年度からは

精神障害者を参加対象に加え、３障害合同

のスポーツ大会として開催した。 

 平成２０年度からは、当大会が１０月開催

の全国障害者スポーツ大会の選考も兼ね 

ていることから、開催時期を１０月から５月に

変更した。 

 また、平成２５年度からは、障害のある人も

ない人もスポーツを楽しめる社会を実現するた

めのきっかけとして、障害者スポーツ大会を県民

体育大会、さがねんりんピックと同時期の１０

月に開催することとなり、全国障害者スポーツ

大会選考会は、５月に開催することとなり、現

在に至る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（変更） 

 

（変更） 

 

（変更） 

 

（変更） 

 

（変更） 

 

 

 

 

 

（変更） 

 

 

 

 

 

（変更） 

（追加） 
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全国障害者スポーツ大会佐賀県パラスポーツ普及基本計画新旧対照表 

※改訂理由（３）に係る変更は省略 

新 旧 備考 

内容を大きく見直し、障がい者だけでなく健常

者も一緒に参加できることとし、パラスポーツの

魅力を知ることでパラスポーツやパラアスリートの

競技活動への理解を深めていくこととしている。 

両大会を通じて、ＳＡＧＡ２０２４開催

後も引き続きパラスポーツの普及とスポーツ活動

の継続を目指していく。 

 

《P14》 

イ 令和４年度実施競技 

競技記録会（７競技） 

 陸上競技 水泳 アーチェリー、卓球、ボウリ

ング、フライングディスク、ボッチャ 

 みんなの大会（６競技） 

 陸上競技 水泳 ボウリング、車いすバスケッ

トボール、ゴールボール、フットソフトボール等

（随時見直し予定） 

 

ウ 参加者数の推移  

 佐賀県障害者スポーツ大会及びパラスポーツ

大会 競技記録会 （兼全国障害者スポー

ツ大会佐賀県代表選手選考会）の参加者の

推移 

（平成 25 年度 令和 4 年度） 

表の差替（H25 R4） 

 ※R2 選考会は、新型コロナウイルス感染症

の影響により中止となった。 

※第 19 回大会（R2）は、新型コロナウイル

ス感染症の影響により、参加者数が少なかっ

た。 

 ※第 20 回大会（R3）は、災害等に配慮

し中止となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《P13》 

イ 実施競技（９競技） 

 陸上競技 水泳 アーチェリー、卓球、ボウリ

ング、フライングディスク、ボッチ 

ャ、卓球バレー、スポーツウエルネス吹矢 

 

 

 

 

 

ウ 参加者数の推移  

 佐賀県障害者スポーツ大会及び全国障

害者スポーツ大会佐賀県代表選手選考会の

参加者の推移 

 

（平成 25 年度 令和 2 年度） 

表の差替（H19 H28） 

 

 

※第 19 回大会（R2）は、新型コロナウイル

ス感染症の影響により、参加者数が少なかっ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（修正） 

 

 

 

（削除） 

（追加） 

 

 

 

 

（変更） 

 

 

 

（変更） 

（変更） 

（追加） 

 

 

 

 

（追加） 

 

 

- P51 -



全国障害者スポーツ大会佐賀県パラスポーツ普及基本計画新旧対照表 

※改訂理由（３）に係る変更は省略 

新 旧 備考 

《P15》 

エ 佐賀県障害者スポーツ大会及びパラスポー

ツ大会 競技記録会 （兼全国障害者スポ

ーツ大会佐賀県代表選手選考会）への参加

申込状況（競技別、障害別） 

 

※2 大会ともに陸上競技 水泳 フライングディ

スクは、1 人 2 種目に出場することができるた

め、ウの参加者数とは一致しない。 

※削除 

 

 

 

《P16》 

令和３年度に実施したスポーツに関するアン

ケート調査において、回答のあった特別支援学

校や作業所等５０団体のスポーツ活動状況

等は、次のとおりであった。 

① 特別支援学校 

  各特別支援学校では、佐賀県競技力向

上推進本部事業である環境整備事業（全国

障害者スポーツ大会の正式競技用具購入に

係る費用を補助）を活用し、体育の授業を中

心に正式競技を積極的に取り組んでいることが

見て取れた。生徒一人ひとりの障がいの特性に

応じた競技選択をできる環境を創出することが

できている。週１日以上の実施率は、９４．

５％と令和元年度と変わらず非常に高い水準

である。 

 

② 作業所、施設等 

  作業所、施設等では、コロナ禍におけるスポ

ーツへの取組についても調査したところ、３７．

《P14》 

エ 令和２年度佐賀県障害者スポーツ大会

及び全国障害者スポーツ大会佐賀県代表選

手選考会大会への参加申込状況（競技別、

障害別） 

 

※２大会ともに陸上競技 水泳 フライングディ

スクは、１人２種目に出場することができるた

め、ウの参加者数とは一致しない。 

※令和２年度全国障害者スポーツ大会佐賀

県代表選手選考会については、新型コロナウイ

ルス感染症の影響により中止となった。 

 

《P15》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（変更） 

 

 

 

 

 

 

 

（削除） 

 

 

 

 

（追加） 
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全国障害者スポーツ大会佐賀県パラスポーツ普及基本計画新旧対照表 

※改訂理由（３）に係る変更は省略 

新 旧 備考 

８％の団体が実施頻度と時間において「減少

した」と回答があった。しかし、２８．８％の団

体については、「変わらない」との回答もあり、感

染対策を講じ、実施するスポーツも工夫しなが

らスポーツに取り組む団体があった。 

 また、ＳＡＧＡ２０２４全障スポへの出場

を希望する方の有無についての調査では、回答

のあった４５団体中１２の団体から「該当者

有り」と回答があった。今後、佐賀県障がい者

スポーツ協会とも連携を図りながら、当該地区

での体験教室開催や出張スポーツの案内な

ど、出場に繋がるきっかけづくりに取り組んでいく

必要がある。 

 

《P18》 

（４）公益財団法人日本パラスポ―ツ協会

公認 障がい者スポーツ指導員資格の取得状

況 

 県内の障がい者スポーツ指導員登録者数 

（令和 4 年 3 月末現在） 

 

種別 資格概

要 

受講資

格 

県内の

登録者

数 

初級 障がい

者のスポ

ーツ参加

のきっか

け作りを

支援す

る指導

員。健

康や安

満 18

歳以上

の者。 

172 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《P16》 

（４）公益財団法人日本障がい者スポ―ツ

協会公認 障がい者スポーツ指導員資格の取

得状況 

 県内の障がい者スポーツ指導員登録者数

（令和 2 年 3 月末現在） 

 

種別 資格概

要 

受講資

格 

県内の

登録者

数 

初級 障がい

者のスポ

ーツ参加

のきっか

け作りを

支援す

る指導

員。健

康や安

満 18

歳以上

の者。 

182 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（変更） 

 

 

 

（変更） 

 

 

 

 

（変更） 
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全国障害者スポーツ大会佐賀県パラスポーツ普及基本計画新旧対照表 

※改訂理由（３）に係る変更は省略 

新 旧 備考 

全管理

に配慮し

た指導を

行い、ス

ポーツの

喜びや

楽しさを

伝える役

割を担

う。 

 

中級 地域の

パラスポ

ーツ振興

のリーダ

ーとし

て、指導

現場で

充分な

知識や

経験に

基づいた

指導を

する指

導員。 

地域のス

ポーツ大

会や行

事におい

て中心と

なり、地

域のパラ

スポーツ

初級障

がい者ス

ポーツ指

導員資

格を取

得して 2

年以上

経過して

いる者

で、かつ

80 時間

以上の

活動実

績を有

する者。

又は、日

本スポー

ツ協会

公認指

導者

（コーチ

ングアシ

31 人 

全管理

に配慮し

た指導を

行い、ス

ポーツの

喜びや

楽しさを

伝える役

割を担

う。 

 

中級 地域の

障がい

者スポー

ツ振興の

リーダーと

して、指

導現場

で充分

な知識

や経験

に基づい

た指導を

する指

導員。 

地域のス

ポーツ大

会や行

事におい

て中心と

なり、地

域の障

がい者ス

初級障

がい者ス

ポーツ指

導員資

格を取

得して 2

年以上

経過して

いる者

で、かつ

80 時間

以上の

活動実

績を有

する者。

又は、日

本スポー

ツ協会

公認指

導者

（コーチ

ングアシ

33 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（変更） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（変更） 
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全国障害者スポーツ大会佐賀県パラスポーツ普及基本計画新旧対照表 

※改訂理由（３）に係る変更は省略 

新 旧 備考 

の普及・

振興を

進める役

割を担

う。 

 

スタント、

スポーツ

リーダ

ー、スタ

ートコー

チを除

く）のう

ち初期

登録から

3 年以

上経過

している

者。又は

日本理

学療法

士協会

会員の

方。 

上級 都道府

県におけ

るリーダ

ーとし

て、パラ

スポーツ

の高度

な専門

知識を

持ち、地

域の初

級・中級

指導員

を取りま

とめる立

中級障

がい者ス

ポーツ指

導員資

格を取

得して 3

年以上

経過して

いる者

で、かつ

120 時

間以上

の活動

実績を

有する

7 人 

ポーツの

普及・振

興を進め

る役割を

担う。 

 

スタント、

スポーツ

リーダ

ー、スタ

ートコー

チを除

く）のう

ち初期

登録から

3 年以

上経過

している

者。又は

日本理

学療法

士協会

会員の

方。 

上級 都道府

県におけ

るリーダ

ーとし

て、障が

い者スポ

ーツの高

度な専

門知識

を持ち、

地域の

初級・中

級指導

員を取り

まとめる

中級障

がい者ス

ポーツ指

導員資

格を取

得して 3

年以上

経過して

いる者

で、かつ

120 時

間以上

の活動

実績を

有する

7 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（変更） 
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全国障害者スポーツ大会佐賀県パラスポーツ普及基本計画新旧対照表 

※改訂理由（３）に係る変更は省略 

新 旧 備考 

場を担

う。 

地域の

パラスポ

ーツの普

及・発展

における

キーパー

ソンとし

ての役

割を担

う。 

者。 

※ 障がい者スポーツ指導員資格は、日本国

内のパラスポーツの普及と発展を目指して、 

公益財団法人日本パラスポ―ツ協会が公認す

る資格制度である。この資格は、障がい者のス

ポーツ環境を整備する上で専門的な知識 技

術を有する人材の養成、資質向上を目的とし

た資格である。 

 

 

《P20》 

第３章２（１）① ア パラスポーツに特化し

た組織整備に対する支援 

 全国障害者スポーツ大会の競技種目の競技

団体等を組織する場合、組織整備に関する支

援を行い、スポーツ活動継続のための環境を整

備する。 

  

《P21》  

イ ② ア 団体間ネットワークの構築 

 パラスポーツ普及の主体となる障がい者スポー

ツ協会や障がい者団体、特別支援学校・作業

立場を

担う。 

地域の

障がい

者スポー

ツの普

及・発展

における

キーパー

ソンとし

ての役

割を担

う。 

者。 

※ 障がい者スポーツ指導員資格は、日本国

内の障害者スポーツの普及と発展を目指して、 

公益財団法人日本障がい者スポ―ツ協会が

公認する資格制度である。この資格は、障害

者のスポーツ環境を整備する上で専門的な知

識 技術を有する人材の養成、資質向上を目

的とした資格である。 

 

《P18》 

第３章２（１）① ア 障害者スポーツに特

化した組織整備に対する支援 

 全国障害者スポーツ大会の競技種目の競技

団体等を組織する場合、組織整備に関する支

援を行う。 

     

 

《P20》 

イ ② ア 団体間ネットワークの構築 

 障害者スポーツ普及の主体となる障がい者ス

ポーツ協会や障害者団体、特別支援学校・作

 

 

 

（変更） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（変更） 

（変更） 

（変更） 

 

 

 

 

 

 

（変更） 

 

 

 

（追加） 

 

 

 

 

（変更） 

（変更） 
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全国障害者スポーツ大会佐賀県パラスポーツ普及基本計画新旧対照表 

※改訂理由（３）に係る変更は省略 

新 旧 備考 

所、指導者協議会等が相互に連携し、普及に

取り組むことができる環境を整備する。 

 

《P21》 

（２）大会競技の普及及び選手の発掘・育

成 

◆団体競技は、ほとんどでチーム結成が進んで

いるものの、令和４年度時点で、チーム未

結成の競技が、１競技２種目ある。 

◆特別支援学校では、障がいの程度が多岐に

渡るので、授業での取組が難しい 

 

《P21》 

（２）① ア 佐賀県パラスポーツ大会等の開

催 

 スポーツに取り組んでいない障がい者がスポー

ツに取り組むきっかけの大会となるよう、佐賀県

パラスポーツ大会等を今後も開催し、パラスポー

ツの普及を図る。 

 

《P22》 

（２）② イ、ウ 

パラスポーツ 

 

《P22》 

（２）③ウ 全国障害者スポーツ大会に向け

た練習会の実施 

 選手の能力を更に向上させるため、「ＳＡＧ

Ａ２０２４育成指定選手」を対象としたレベ

ルアップ練習会を実施する。 

 

《P23》 

① 指導者の養成及び資質向上 

業所、指導者協議会等が相互に連携し、普

及に取り組むことができる環境の整備に努める。 

 

《P19》 

（２）大会競技の普及及び選手の発掘・育

成 

 団体競技は、徐々にチーム結成が進んで

いるものの、令和２年度時点で、チーム未

結成の競技が、３競技４種目ある。 

 特別支援学校では、障害の程度が多岐

に渡るので、授業での取組が難しい。 

 

《P19》 

（２）① ア 佐賀県障害者スポーツ大会等

の開催    スポーツに取り組んでいない障害

者がスポーツに取り組むきっかけの大会となるよ

う、佐賀県障害者スポーツ大会等を今後も開

催する。 

 

 

《P19》 

（２）②イ、ウ 

未普及競技 

 

《P20》 

（２）③ ウ 全国障害者スポーツ大会に向

けた練習会の実施 

 選手の能力を更に向上させるため、

「SAGA2024 育成指定選手」の練習会を実

施する。 

 

《P20》 

① 指導者の養成及び資質向上 

 

（変更） 

 

 

 

 

（変更） 

（変更） 

（変更） 

（変更） 

 

 

 

（変更） 

（変更） 

 

（変更） 

 

 

 

 

 

（変更） 

 

 

 

 

（変更） 

（変更） 
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全国障害者スポーツ大会佐賀県パラスポーツ普及基本計画新旧対照表 

※改訂理由（３）に係る変更は省略 

新 旧 備考 

ア 障がい者スポーツ指導員資格取得の促進 

公益財団法人日本パラスポーツ協会公認スポ

ーツ指導員資格の取得を目指す指導者や更

なる上級資格の取得に挑戦する指導者に対す

る支援を行うことで、スポーツ活動を継続してサ

ポートできる人材を確保する。 

 

《P24》 

（４）② ア 市町や総合型地域スポーツクラ

ブでのパラスポーツの普及促進 

 ＳＡＧＡ２０２４全障スポの開催をきっか

けとして、市町においてパラスポーツ普及の施策

を推進していただくとともに、総合型地域スポー

ツクラブでパラスポーツ競技に取り組んでいただく

など、地域におけるパラスポーツ普及を図り、ス

ポーツを身近に取り組める環境を整えていく。 

 

《P25》 

④－ウ 競技用具の整備等 

  特別支援学校や作業所等が日常的にスポ

ーツ活動に取り組めるよう、競技用具の購入や

指導者の派遣等に対する支援を行う。 

 

《P30》 

開催年と開催県・開催予定県 

令和 3 年 第 21 回 三重県 

新型コロナウイルス感染症の影 

響により中止 

《P29》 

（６）開催県の大会参加状況及び成績

（平成２３年 平成３０年） 

第１７回愛媛大会、第１８回福井大会のメ

ダル数の修正 

ア 障がい者スポーツ指導員資格取得の促進 

公益財団法人日本障がい者スポーツ協会公

認スポーツ指導員資格の取得を目指す指導

者や更なる上級資格の取得に挑戦する指導

者に対する支援を行う。 

 

 

《P22》 

（４）② ア 市町や総合型地域スポーツクラ

ブでの障害者スポーツの普及促進 

 全障スポ佐賀大会の開催をきっかけとして、

市町において障害者スポーツ普及の施策を推

進していただくとともに、総合型地域スポーツクラ

ブで障害者スポーツ競技に取り組んでいただくな

ど、地域における障害者スポーツ普及を図る。 

 

 

《P23》 

④ーウ 競技用具の整備等 

 特別支援学校や作業所等が未普及競技に

取り組めるよう、競技用具の購入や指導者の

派遣等に対する支援を行う。 

 

《P28》 

開催年と開催県・開催予定県 

令和 3 年 第 21 回 三重県 

 

 

 

《P29》 

（６）開催県の大会参加状況及び成績

（平成２３年 平成３０年） 

（変更） 

 

 

 

（追加） 

 

 

 

 

（変更） 

（変更） 

（変更） 

 

（変更） 

（変更） 

（変更） 

 

 

 

（変更） 

 

 

 

 

 

 

（追加） 

 

 

 

 

 

（変更） 
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その他 
 

（１）令和４年度国民体育大会第４２回九州ブロック大会及び 

   令和４年第７７回国民体育大会について・・・・・・・・ P 60 ～ P 64 

 

（２）令和４年第２２回全国障害者スポーツ大会について・・・  P 65 
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その他（１）令和４年度国民体育大会第４２回九州ブロック大会について
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- P63 -

令和４年第７７回国民体育大会について



- P64 -



- P65 -

その他（２）　令和４年第２２回全国障害者スポーツ大会について



 


